
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
こ
う

戦
国
大
名
長
宗
我
部
氏
の
城
下
岡
岬
の
市
町

96　（890）

小

林

健
太
郎

｝

〔
要
約
】
　
小
稿
は
、
筆
者
が
こ
の
数
年
来
進
め
て
い
る
戦
国
末
～
近
世
初
頭
の
土
佐
国
に
お
け
る
地
方
的
中
心
集
落
に
関
す
る
歴
史
地
理
学
的
研
究
の
一

環
と
し
て
、
戦
国
大
名
長
宗
我
部
氏
の
城
下
岡
叢
の
商
業
地
区
で
あ
っ
た
職
漁
新
町
の
景
観
を
復
原
し
、
そ
の
特
色
と
盛
衰
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
『
長
宗
我
部
地
検
帳
』
に
よ
れ
ば
、
岡
豊
新
町
は
七
二
筆
の
量
敷
地
か
ら
構
成
さ
れ
、
そ
の
総
三
百
は
三
町
二
反
三
〇
代
診
で
あ
っ
た
。
こ
の
町
並
は

嗣
子
昼
下
の
核
心
部
に
あ
た
る
岡
豊
城
東
麓
の
沖
積
低
地
に
位
置
し
、
南
北
方
向
の
街
路
に
沿
う
町
並
と
東
西
方
向
の
街
路
に
沿
う
町
並
と
に
分
れ
、
両

者
は
屋
敷
名
請
人
の
構
成
や
プ
ラ
ン
の
う
え
で
異
な
っ
た
特
色
を
有
し
て
い
た
。
こ
の
相
違
は
、
町
並
建
設
の
時
代
と
背
景
の
違
い
を
反
映
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

　
岡
三
新
町
は
、
一
六
世
紀
末
の
土
佐
国
に
み
ら
れ
た
二
〇
余
ケ
所
の
地
方
的
中
心
集
落
の
中
で
は
最
大
の
規
模
を
有
す
る
も
の
の
一
つ
で
は
あ
っ
た
が
、

ま
だ
土
佐
一
国
を
領
域
と
す
る
地
方
都
市
に
ま
で
は
成
長
し
て
い
な
か
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
六
一
巻
六
号
　
【
九
七
八
年
十
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
わ
が
国
の
都
市
発
達
史
上
、
戦
国
末
～
近
世
初
頭
の
時
期
は
一
大
画
期
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
も
数
多
く
の
先
学
に
よ
っ
て
、

京
都
を
は
じ
め
各
地
の
城
下
町
や
寺
内
町
、
港
町
な
ど
に
つ
い
て
研
究
が
深
め
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
の
時
期
に
そ
の
原
型
が
つ
く
ら
れ
、
近
世

の
在
町
へ
と
展
開
し
て
、
わ
が
国
の
結
節
地
域
構
造
の
底
辺
を
支
え
て
い
っ
た
地
方
的
中
心
集
落
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
研
究
の
手
が
伸
び
ず
、

こ
の
時
期
の
都
市
発
達
を
総
体
的
・
構
造
的
に
把
握
す
る
の
を
困
難
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
水
準
の
破
行
を
い
く
ら
か
で
も
打
開
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
③

べ
く
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
も
、
福
井
平
野
、
尾
張
平
野
、
萩
気
霜
を
対
象
と
し
て
若
干
の
考
察
を
試
み
、
近
年
は
『
長
宗
我
部
地
検
帳
』
を



戦国大名長宗我部氏の城下岡豊の市町（小林）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

手
懸
り
と
し
て
、
天
正
年
間
の
土
佐
国
に
お
け
る
市
町
－
地
方
的
中
心
集
落
の
研
究
を
進
め
て
い
る
。
こ
こ
に
報
告
す
る
戦
国
大
名
長
宗
我
部

磯
の
城
下
、
岡
豊
の
市
町
も
ま
た
そ
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
一
方
、
　
一
九
六
八
年
以
降
、
戦
国
大
名
朝
倉
氏
の
城
下
一
乗
谷
で
発
掘
調
査
が
進
め
ら
れ
、
そ
の
成
果
が
公
表
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
次
第
に

戦
国
大
名
の
城
下
町
の
実
態
が
解
明
さ
れ
て
き
て
は
い
る
が
、
一
乗
谷
の
発
掘
調
査
も
、
今
日
ま
で
の
と
こ
ろ
朝
倉
氏
の
居
館
跡
や
武
家
屋
敷

跡
地
に
限
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
と
並
ん
で
城
下
町
の
重
要
な
構
成
要
素
と
な
っ
て
い
た
町
屋
地
区
雁
市
町
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て

い
な
い
。
本
報
告
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
一
歩
で
も
打
開
す
べ
く
、
戦
国
大
名
の
城
下
町
研
究
に
ひ
と
つ
の
事
例
を
提
供
し
、
初
期
城
下
町

か
ら
近
世
城
下
町
へ
の
展
開
を
考
察
す
る
手
懸
り
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
岡
豊
城
下
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
松
本
豊
寿
氏
に
よ
っ
て
優
れ
た
論
考
が
発
表
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
同
氏
は
、
岡
豊
を
「
分
国
大
名
級
の

初
期
城
下
町
」
と
位
置
付
け
た
う
え
で
、
　
「
岡
豊
城
周
辺
の
給
人
居
住
域
は
、
形
態
的
に
は
分
散
し
た
ワ
イ
ラ
群
を
形
成
し
解
体
期
の
豪
族
屋

敷
村
の
性
格
を
い
で
な
い
以
上
、
城
下
町
と
い
う
都
市
的
集
落
の
部
分
域
と
し
て
、
他
と
峻
別
さ
る
べ
き
固
有
の
城
下
集
落
域
を
形
成
す
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
で
は
な
か
っ
た
」
こ
と
、
　
「
城
下
市
町
も
黒
影
で
、
第
一
型
市
町
よ
り
第
工
型
の
そ
れ
へ
の
中
間
移
行
の
過
渡
的
様
相
を
し
め
し
、
」
「
領
主

的
手
工
業
者
も
、
在
村
職
人
が
多
く
農
村
工
業
と
未
分
離
で
あ
る
」
こ
と
を
指
摘
し
て
、
こ
れ
ら
は
戦
国
期
の
初
期
城
下
町
を
特
色
付
け
る
も

の
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

　
筆
者
の
研
究
自
体
、
同
氏
の
論
考
に
導
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
地
調
査
に
あ
た
っ
て
は
同
氏
か
ら
数
多
く
の
教
示
を
得
た
訳
で
、
岡
豊
の

位
置
付
け
、
評
価
に
つ
い
て
も
基
本
的
に
は
同
氏
の
そ
れ
と
大
差
な
い
の
で
あ
る
が
、
筆
者
は
、
戦
国
末
期
の
土
佐
国
に
お
け
る
地
方
的
中
心

集
落
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
景
観
を
復
元
的
に
研
究
し
、
そ
の
成
衰
を
考
察
し
た
う
え
で
、
そ
れ
ら
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
中
心
地
論
的
な
観

点
か
ら
検
討
を
加
え
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
福
野
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
に
報
告
し
た
諸
事
例
と
ほ
ぼ
同
じ
程
度
の

精
度
を
も
っ
た
復
元
的
研
究
が
必
要
と
な
る
。

　
長
宗
我
部
氏
代
々
の
居
城
が
築
か
れ
て
い
た
岡
豊
山
は
、
四
国
山
地
の
前
山
か
ら
突
出
し
た
標
高
九
七
メ
i
予
ル
の
分
離
丘
陵
で
、
高
知
平

97　’i891）



野
の
北
縁
部
、
浦
戸
湾
奥
の
商
魂
市
街
と
物
部
川
谷
口
の
土
佐
山
田
町
中
心
市
街
と
の
ほ
ぼ
中
郡
に
位
置
し
て
い
る
。
現
在
は
南
国
市
大
字
八

幡
に
属
し
、
南
麓
を
国
分
川
が
函
流
し
て
い
る
。
こ
の
岡
豊
山
一
帯
は
、
古
く
は
『
和
名
抄
』
記
載
の
長
岡
郡
江
村
郷
に
属
し
、
天
正
一
六
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

（一

ﾜ
八
八
）
に
実
施
さ
れ
た
長
宗
我
部
検
地
で
も
、
江
村
郷
と
し
て
地
検
帳
が
作
成
さ
れ
た
。

　
こ
の
『
江
村
郷
御
地
検
帳
』
（
以
下
、
単
に
『
地
検
帳
』
と
略
す
）
は
、
冒
頭
の

　
　
　
タ
ツ
ハ
ナ
ハ
テ
南
ハ
ロ
磁
堺
ヲ
ツ
メ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
麟
ノ
村
　
　
　
　
　
警
兵
衛
作

　
　
　
一
噺
四
十
代
杣
砧
代
薩
↓
代
二
分
荒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
　
崎
　
　
寺
　
　
領

以
下
、
同
様
の
記
載
様
式
で
郷
内
の
屋
敷
や
田
畑
荒
地
等
を
登
録
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
地
墨
面
積
の
肩
書
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
「
タ

ツ
ハ
ナ
ハ
テ
」
は
、
そ
の
早
筆
の
所
在
地
を
示
す
ホ
ノ
キ
名
で
あ
り
、
　
『
地
検
帳
』
記
載
の
ホ
ノ
キ
名
の
う
ち
か
な
り
の
も
の
は
、
今
日
も
な

お
小
宇
名
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
地
筆
名
請
人
の
肩
書
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
「
下
崎
ノ
村
」
は
、
そ
の
画
筆
の
所
在
地
を
含
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
む
ら

村
落
の
名
称
で
あ
り
、
筆
者
は
こ
の
村
落
を
長
宗
我
部
地
検
帳
の
単
位
と
な
っ
て
い
る
郷
村
と
区
別
す
る
た
め
、
小
村
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

小
村
の
名
称
は
、
そ
の
多
く
が
今
日
も
な
お
村
落
の
呼
称
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
が
、
中
に
は
小
字
名
と
し
て
の
み
残
存
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、

す
で
に
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ
る
。

①
　
拙
稿
「
中
世
城
館
の
歴
史
地
理
学
的
考
察
－
戦
圏
大
名
領
国
の
地
域
構
造
研

　
究
へ
の
試
み
i
」
　
『
人
文
地
理
』
一
五
－
四
、
一
九
六
三
年
。

②
　
拙
晶
猫
「
大
名
領
囲
成
立
期
に
お
け
る
中
心
集
落
の
形
成
i
尾
張
平
野
の
事
例

　
研
究
に
よ
る
検
討
－
」
　
『
史
林
』
四
入
i
一
、
一
九
六
五
年
。

③
拙
稿
「
近
世
初
頭
萩
藩
領
に
お
け
る
市
町
の
分
布
と
類
型
区
分
」
西
籾
、
陸
男
編

　
『
藻
…
領
の
雁
一
史
地
理
－
如
秋
藩
－
』
大
明
堂
、
　
一
九
六
八
年
所
…
収
。

　
　
拙
稿
「
近
世
初
頭
萩
寄
贈
に
お
け
る
地
方
的
中
心
集
落
の
構
造
」
　
『
人
文
（
京

　
∴
人
教
養
部
）
』
　
一
四
、
　
一
九
六
八
年
。

④
拙
稿
「
近
世
初
頭
土
佐
国
に
お
け
る
地
方
的
中
心
集
落
（
そ
の
一
ご
『
織
田
武

　
雄
先
生
退
官
爺
念
人
文
地
理
学
論
叢
撫
柳
原
三
日
、
一
九
七
一
年
所
収
。

　
拙
稿
「
戦
園
末
期
土
佐
国
に
お
け
る
地
方
的
中
心
集
落
－
吾
川
郡
弘
岡
市

　
…
…
」
　
『
人
文
地
理
』
二
四
－
五
、
一
九
七
二
年
。

　
拙
稿
「
戦
国
末
期
土
佐
瀦
に
お
け
る
地
方
的
中
心
集
落
i
高
岡
郡
黒
岩
新
町

　
の
事
例
研
究
一
」
　
『
都
市
の
歴
史
地
理
』
歴
史
地
理
学
会
紀
要
一
九
、
一
九
七

七
年
所
収
。

　
拙
稿
「
戦
国
宋
期
土
佐
国
に
お
け
る
地
方
的
中
必
集
落
－
香
我
美
郡
出
田
市

　
の
事
例
研
究
…
…
」
藤
岡
謙
二
郎
先
生
退
官
記
念
事
業
会
編
『
歴
史
地
理
研
究
と

　
都
布
研
究
（
上
）
』
大
明
堂
、
一
九
七
八
年
所
収
。

⑤
　
足
羽
町
教
育
委
員
会
『
一
乗
谷
覇
猿
喰
遣
跡
1
・
H
臨
一
九
六
九
・
七
一
年
。

　
　
福
井
県
教
育
委
員
会
『
一
乗
谷
朝
倉
氏
轟
轟
嬢
～
K
』
一
九
七
二
～
七
八
年
。
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戦國大名長宗我部氏の城下岡盤の市町（小林）

　
石
井
　
進
『
中
世
武
士
団
隔
日
本
の
歴
史
一
二
、
小
学
館
、
一
九
七
四
年
。

　
水
藤
　
真
「
復
原
さ
れ
た
城
下
町
－
朝
倉
氏
の
一
乗
谷
i
」
峰
岸
純
夫
編

　
『
地
方
文
化
の
新
展
開
』
地
方
文
化
の
日
本
史
五
、
文
一
総
合
出
版
、
一
九
七
八

　
年
所
収
。

⑥
松
本
豊
寿
『
城
下
町
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
吉
川
弘
文
餓
、
一
九
六
七
年
、

　
一
四
〇
～
一
五
入
ペ
ー
ジ
。隔

　
『
長
宗
我
部
地
検
帳
』
に
み
る
岡
豊
新
町

⑦
　
松
本
盤
寿
氏
は
、
　
「
給
人
的
ヤ
シ
キ
所
有
」
、
「
小
商
工
人
の
非
独
立
な
や
シ
キ

　
用
益
」
の
優
越
を
第
一
型
市
町
の
特
質
と
し
、
　
「
小
商
人
的
町
屋
敷
保
有
」
が
第

　
二
型
市
町
の
特
色
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
前
掲
書
八
一
・
八
二
ペ
ー
ジ
）
。

⑧
山
本
大
『
長
宗
我
部
地
検
帳
長
岡
郡
下
』
解
説
、
高
知
県
立
証
書
館
、
一

　
九
五
九
年
、
七
九
七
ペ
ー
ジ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
岡
豊
城
下
の
『
地
検
帳
』
は
、
小
村
清
山
寺
村
の
十
一
月
一
日
検
地
部
分
に
、

　
　
　
薪
町
　
市
ヤ
シ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
（
清
肉
寺
村
）
本
久
武
分
　
新
左
衛
門
知
ゐ

　　

U
代
三
分
オ
。
ヤ
シ
キ
内
麩
藻
　
　
　
　
　
　
御
　
直
　
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
）
内
は
筆
者
注
。
以
下
同
じ
。

　
　
　
　
　
　
ロ

を
筆
頭
と
し
て
、
　
「
新
町
」
と
い
う
ホ
ノ
キ
名
を
注
記
さ
れ
た
屋
敷
を
三
五
筆
連
続
し
て
登
録
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
屋
敷
の
う
ち
、
二
頭
目

か
ら
一
二
筆
自
ま
で
の
屋
敷
は
い
ず
れ
も
「
同
し
ノ
南
」
と
い
う
注
記
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
屋
敷
が
北
か
ら
南
へ
向
っ
て
順
次
配

列
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
に
続
く
一
三
筆
目
は
「
新
町
市
ヤ
シ
キ
東
小
路
イ
テ
ア
イ
」
と
注
記
さ
れ
、
一
四
聖
目
以
降
の
屋
敷
は

二
二
筆
下
一
六
筆
ま
で
が
「
同
し
北
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
残
る
六
筆
は
「
嘱
し
の
東
」
と
注
記
さ
れ
た
も
の
が
四
筆
、
　
「
辛
し
ノ
酒
」
と

注
記
さ
れ
た
も
の
が
閣
筆
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
注
記
と
登
録
順
序
を
検
討
し
て
相
互
の
位
置
関
係
を
想
定
す
る
と
、
一
三
筆
属
以
降
の
屋
敷

は
南
北
貧
す
る
街
路
の
東
側
に
南
か
ら
北
へ
向
っ
て
順
次
配
列
し
、
六
筆
の
屋
敷
が
街
道
に
面
し
た
屋
敷
の
背
後
（
東
側
）
に
位
置
し
て
い
た

も
の
と
推
定
さ
れ
、
前
述
の
一
二
筆
目
ま
で
の
屋
敷
は
街
路
の
西
側
に
並
ん
で
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
南
北
街
路
の
東
側
の
市
ヤ
シ

キ
を
東
町
、
西
側
の
市
ヤ
シ
キ
を
西
町
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
『
地
検
帳
』
は
さ
ら
に
、
南
北
街
路
の
屋
敷
に
続
い
て
、
ホ
ノ
キ
「
西
山
タ
」
、
「
東
ヲ
ノ
」
、
「
寺
前
」
、
「
ナ
イ
ホ
ウ
」
、
「
ナ
カ
ラ
カ
キ
」
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の
田
畠
屋
敷
二
八
筆
を
は
さ
ん
だ
の
に
続
け
て
、

　
　
同
し
（
ナ
カ
ラ
カ
キ
）
ノ
南
新
町
市
ヤ
シ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
（
漕
山
寺
村
）
目
代
六
衛
門
知

　
　
一
」
壱
反
上
ヤ
シ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
し

　
　
（
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
野
民
部
丞
給
）

　
三
日

　
　
同
し
ノ
西
市
ヤ
シ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
次
郎
四
郎
釦
ゐ

　
　
一
Σ
拾
九
代
四
分
上
ヤ
シ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
し

以
下
、
　
「
同
し
ノ
西
市
ヤ
シ
キ
」
と
注
記
さ
れ
た
屋
敷
を
一
八
筆
登
録
し
て
い
る
。
こ
の
後
に
は
、

　
　
　
ヲ
ノ
・
前
□
西
チ
宙
納
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
附
（
漕
山
⊥
守
村
）

　　

齡
ｮ
段
盤
代
四
分
勺
川
撫
　
　
　
　
　
久
武
内
蔵
助
給

　
　
　
同
し
ノ
東
古
川
川
イ
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
　
　
又
衛
門
作

　
　
一
Σ
辮
弐
代
三
分
下
畠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
　
　
　
散
　
　
　
田

　
　
　
同
し
ノ
束
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
又
衛
門

　
　
一
」
光
弐
代
三
分
下
畠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紬
鵡
殿
　
論
　
　
　
所

の
三
筆
を
は
さ
ん
で
、
再
び

　
　
　
新
町
市
ヤ
シ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
（
清
山
寺
村
）
又
衛
門
知
ゐ

　　

i
拾
代
繋
姻
分
　
　
　
　
　
　
　
　
御
　
直
　
分

　
　
　
岡
し
ノ
束
　
本
廿
代
　
市
ヤ
シ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
　
与
軍
衛
門
知
ゐ

　
　
一
」
拾
七
代
二
分
勺
上
ヤ
シ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
　
　
　
直
　
　
　
分

と
「
新
町
市
ヤ
シ
キ
」
が
登
録
さ
れ
、
今
度
は
「
鎖
し
ノ
東
」
と
注
記
さ
れ
た
屋
敷
が
一
七
筆
連
続
し
て
、
最
後
は
、
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同
し
ノ
東
本
十
代
ヤ
シ
キ
　
市
ヤ
シ
キ
江
村
郷
東
ノ
サ
カ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
周
（
清
山
寺
村
）
主
作

　
　
マ
九
代
四
分
幸
シ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
し

　
　
　
（
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
算
所
算
衛
門
給
）

で
終
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
　
「
目
代
六
衛
門
拍
」
の
屋
敷
以
下
の
一
九
筆
が
東
か
ら
西
へ
向
っ
て
順
次
配
列
し
、
　
「
又
衛
門
拍
ゐ
」
以
下

の
一
八
筆
が
西
か
ら
東
へ
向
っ
て
順
番
に
並
ん
で
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
　
こ
れ
ら
の
記
載
だ
け
で
は
、
二
列
の
屋
敷
地
相
互
の
位
置
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
松
本
豊
寿
氏
は
当
初
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

「
目
代
六
衛
門
拍
」
屋
敷
以
下
の
屋
敷
列
を
東
西
街
路
の
南
側
に
想
定
し
、
そ
の
後
一
転
し
て
北
側
に
改
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
根
拠
は
明
示
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
筆
意
は
、
　
「
市
ヤ
シ
キ
」
の
最
後
尾
に
続
い
て
登
録
さ
れ
て
い
る
ホ
ノ
キ
「
北
川
原
」
の
九
筆
に
注
図
し

た
い
。
こ
れ
ら
随
筆
の
総
面
積
は
一
町
四
〇
代
勺
で
、
そ
こ
に
は
三
筆
、
一
一
反
四
一
代
四
分
勺
の
下
ヤ
シ
キ
と
、
三
筆
、
二
反
四
代
四
分
の
畠

が
あ
る
が
、
田
地
は
一
筆
も
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
残
り
の
五
反
四
三
代
四
分
は
す
べ
て
荒
、
定
心
、
川
原
、
川
成
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
地
目
構
成
は
、
ホ
ノ
キ
「
北
川
原
」
が
河
川
沿
い
の
微
高
地
、
す
な
わ
ち
自
然
堤
防
上
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
の

自
然
堤
防
は
、
現
在
、
国
分
川
北
岸
の
小
字
「
中
川
原
」
の
南
半
知
を
占
め
て
東
西
に
伸
び
て
い
る
自
然
堤
防
に
栢
当
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ

る
。
ま
た
、
三
筆
の
屋
敷
の
う
ち
一
筆
は
、

　
　
北
用
原
由
果
ヲ
限
江
村
郷
策
ハ
⊥
廿
枝
郷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
凹
（
清
由
［
寺
村
）
士
山
居

　
　
一
Σ
昔
六
代
一
分
勺
下
ヤ
シ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
し

　
　
　
（
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
算
所
算
衛
門
論
）

と
登
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
屋
敷
が
ホ
ノ
キ
「
北
川
原
」
の
東
端
に
位
置
し
、
そ
の
東
平
は
東
隣
の
廿
枝
郷
に
接
し
て
い
た
こ
と
、
お

よ
び
こ
の
屋
敷
が
算
所
算
衛
門
の
里
居
屋
敷
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
方
、
前
述
し
た
一
連
の
市
ヤ
シ
キ
の
最
後
尾
に
登
録
さ
れ
て

い
る
屋
敷
も
ま
た
江
村
郷
の
「
東
ノ
サ
カ
イ
」
に
位
置
し
て
廿
枝
郷
に
接
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
屋
敷
は
算
所
鋒
衛
門
が
主
作
す
る
給
地

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
、
　
「
又
衛
門
拍
ゐ
」
以
下
西
か
ら
菓
へ
向
っ
て
登
録
さ
れ
て
い
る
屋
敷
列
は
、
国
分
川
北
岸
の
自
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然
提
防
上
に
位
置
し
て
い
た
ホ
ノ
キ
「
北
川
原
」
の
北
側
に
接
し
て
、
東
西
街
路
の
南
側
に
配
列
し
て
い
た
も
の
と
想
定
し
た
。
従
っ
て
、

「
目
代
六
衛
門
拍
」
以
下
東
か
ら
西
へ
向
っ
て
登
録
さ
れ
て
い
る
屋
敷
列
は
、
こ
れ
と
向
き
あ
っ
て
東
西
街
路
の
北
側
に
並
ん
で
い
た
こ
と
に

な
る
。
前
老
を
南
町
、
後
者
を
北
町
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
そ
れ
で
は
、
南
北
街
路
と
東
西
街
路
と
の
位
置
関
係
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
す
る
手
懸
り
の
第
一
は
、

北
町
の
市
ヤ
シ
キ
に
続
い
て
登
録
さ
れ
て
い
る
三
筆
の
土
地
（
前
掲
）
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
土
地
の
ホ
ノ
キ
は
「
ヲ
ノ
ニ
前
」
と
記
さ
れ
て
い

・
．
五
反
余
の
面
積
を
享
・
最
初
の
壁
は
万
・
雀
・
記
さ
蔽
二
奮
の
地
籍
は
「
古
川
川
・
エ
」
・
注
記
・
れ
て
い
・
．
・
の

「
川
イ
エ
」
は
「
川
癒
え
」
で
あ
り
、
以
前
に
は
河
川
敷
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
東
西
街
路
の
延
長
部
は
こ
れ
ら
の
地
筆
の

間
を
酉
方
へ
神
び
、
そ
こ
に
は
川
が
流
れ
て
い
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

　
第
二
の
手
懸
り
は
、
南
北
街
路
と
東
西
街
路
と
の
間
に
登
録
さ
れ
て
い
る
ホ
ノ
キ
「
菓
ヲ
ノ
」
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
東
小
野
御
土
居
」
と

呼
ば
れ
る
土
居
が
あ
っ
た
。
前
記
三
筆
の
ホ
ノ
キ
名
「
ヲ
ノ
鼠
前
」
は
、
こ
の
ホ
ノ
キ
「
東
ヲ
ノ
」
や
「
東
小
野
御
土
居
」
と
関
連
す
る
も
の

で
あ
ろ
う
。
第
三
に
は
、
東
町
の
冒
頭
に
登
録
さ
れ
て
い
る
市
ヤ
シ
キ
に
「
東
小
路
イ
テ
ア
イ
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
注
記
は
、
東
町
の
南
端
に
「
東
小
路
」
と
呼
ば
れ
た
街
路
が
あ
り
、
こ
の
街
路
と
南
北
街
路
と
が
交
叉
し
て
い
た
が
故
に
「
イ
テ
ア
イ
」
、

す
な
わ
ち
「
出
合
い
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
「
イ
テ
ア
イ
」
と
い
う
注
記
は
西
町
の
八
堅
目
に
登
録
さ
れ
て
い
る

市
ヤ
シ
キ
に
も
み
ら
れ
、
両
者
は
相
互
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
三
点
を
総
合
す
る
と
、
南
北
街
路
と
「
東
小
路
」
と
の
交
点
「
イ
テ
ア
イ
」
か
ら
東
方
へ
分
岐
し
て
い
た
「
東
小
路
」
の
延
長
が
、

東
西
街
路
の
西
方
へ
の
延
長
と
つ
な
が
り
、
そ
の
間
に
は
川
が
流
れ
て
い
て
、
川
岸
の
草
地
（
定
芝
）
や
田
畠
が
両
者
を
隔
て
て
い
た
も
の
と

想
定
さ
れ
る
。
以
上
の
想
定
を
も
と
に
、
雪
占
城
下
の
市
町
、
す
な
わ
ち
岡
豊
新
町
の
屋
敷
配
列
と
屋
敷
面
積
を
図
示
し
た
の
が
第
一
図
で
、

岡
豊
新
町
は
南
北
方
向
と
東
西
方
向
に
伸
び
る
二
筋
の
町
並
か
ら
構
成
さ
れ
、
両
者
の
間
は
川
や
草
地
、
田
畠
等
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
て
い
た
。

　
第
一
表
は
、
　
『
地
検
帳
』
の
記
載
を
も
と
に
、
岡
豊
新
町
の
屋
敷
の
構
成
を
、
新
町
を
除
く
清
山
寺
村
、
お
よ
び
こ
れ
に
隣
接
す
る
八
幡
・
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江
村
・
吉
田
の
各
小
村
に
登
録
さ
れ
て
い
る
屋
敷
と
対
比
し
て
示
し
た
も

の
で
あ
り
、
岡
三
新
町
は
南
北
街
路
に
沿
っ
た
三
五
筆
の
屋
敷
（
面
積
一
町

二
反
三
三
代
二
分
才
）
と
東
西
街
路
に
沿
っ
た
三
七
筆
の
屋
敷
（
面
籏
一
町
九

反
四
六
代
四
分
才
）
、
合
計
七
二
筆
の
屋
敷
（
面
積
三
町
二
反
三
〇
代
勺
）
か
ら

溝
成
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
れ
ら
の
屋
敷
の
品
等
再
構
成
を
み
る
と
、
東
西
街
路
沿
い
の
屋
敷
が

す
べ
て
上
屋
敷
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
南
北
街
路
沿
い
で
は
上
猛
葭

簾
筆
、
中
屋
敷
二
三
筆
、
下
屋
敷
二
七
、
そ
れ
に
荒
ヤ
シ
キ
と
ヤ
シ
キ
定

芝
が
各
一
筆
と
多
様
な
構
成
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
南
北
街
路
沿

い
の
上
屋
敷
が
す
べ
て
東
町
の
北
端
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
注
鶴
さ
れ

る
。
両
街
路
沿
い
に
み
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
屋
敷
品
等
構
成
の
差
異
は
、

後
述
す
る
よ
う
に
、
両
街
路
に
お
け
る
町
立
て
事
情
の
違
い
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
岡
三
新
町
全
体
で
は
、
全
屋
敷

数
の
六
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
四
五
筆
が
上
量
敷
で
あ
り
、
申
屋

敷
も
ま
た
三
一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
上
位

品
等
の
屋
敷
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
も
ま
た
岡
豊
新
町
の
特
色
を
な
す
も

の
で
あ
り
、
上
屋
敷
と
中
屋
敷
と
を
合
せ
た
梅
成
比
は
、
新
町
を
除
く
清

山
寺
村
で
こ
そ
五
五
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
過
半
を
占
め
る
も
の
の
、
八
幡

村
で
は
四
四
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
江
村
で
は
四
七
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
半
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第1図　岡豊新町の屋敷配列と屋敷面積
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第1表
　　　　　　　　　こ　むら
岡豊新町と隣接小村の屋敷構成

屋敷贔等男握敷数（単位＝筆）

小　　村　　名 基本面積 出分面積 合計蓄積 屋敷数 平均面積
握敷高劇下劇下・圃・・他

南北街路

西　町

戟@町

ｬ計

4．反24，代001

W。　3．4

P2．27，401

反　代

@5．4
@5．　4

4．反24．代001

W．　9．2

P2．　33．　201

12筆

Q3

R5

112．分G

P06．8
P08．　6 8
8

1G

P3

Q3
1
1
2

11）

P2，

Q岡
豊
新
町
東西街路

北　町

?町
ｬ計

9．38，401

W．40．5

P8．29，301

1．　5．　4

@11．　3
P．　17．　1

10．44．　201

X．　2．　2

P9．46，401

19

P8

R7

171．　9

H50．　8

P61．6

19

P8

R7

合　　　　　計 31．　7．　11 王．　22．　5 32．30．01 72 133．　6 45 23 2 2

清山寺村（除新町）
ｪ　　　　幡　　　村

]　　　　　　　　村
g　　　　田　　　　村

42．　4．　101

P9．27．01
Q3．　25．　1

Q5．　26．　1

9．　34．　3

V．　42．　21

R．　9．　4

P1．　11．　0

51．38，40工

Q7．　19．　3

Q6．34．　5

R6．　37．　1

45

T4

R4

U3

345。　2

P52．　2

Q88．　5

P75．　0

12

P3

P0

Q

13

P1

U
1
4

18

Q5

X
2
2

1
3
9
2
5

13》

Q3）

顧積規模4珊屋敷数（単位：筆）
小　　村　　名 ＜1・代｛・・一・・代1・・一3G代1・・一4G代1・・代一・反｝・一段i・・一・反1・反く

南北街路

西　町

戟@町

ｬ計
1
3
4

9
1
4
2
3

4
4

2
2
4

注）r江村郷御地検帳』天

@　正16年（1588）による。

@1）荒ヤシキ

@2）ヤシキ定芝

@3）山畠ヤシキ

@4）屋敷の面積規模は韮本

@　爾積と出分面積を合せ

@　た合計面積で区分。

岡
豊
新
町
東西街路

＃ヒ町

?　町

ｬ計 1
1

4
9
1
3

10

S
1
4

1
3
4

3
2
2
2
1
1食　　　　　計 5 36 18 8 2 2 1

清山寺村（除新町）

ｪ　　　幡　　　村
]　　　　　　　　村
g　　　　濁　　　　村

7
5
4

11

P3

Q
1
4

5
1
5
7
2
1

7
1
0
1
G
1
4

6
5
7
4

5
6
6
3

1
1
2

〈
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。
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っ
）
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戦国大名長宗我部氏の誠下岡豊の市町（小林）

数
に
も
及
ば
ず
、
吉
田
村
に
至
っ
て
は
二
五
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
。

　
次
に
屋
敷
の
面
積
規
模
別
構
成
を
み
る
と
、
南
北
街
路
沿
い
で
は
一
〇
～
二
〇
代
の
も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
、
束
町
と
西
町
と
の
間
に
は
構

成
上
の
差
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
東
西
街
路
沿
い
の
場
合
に
は
、
北
町
で
は
二
〇
～
三
〇
代
の
屋
敷
が
多
い
の
に
南
町
で
は
一
〇

～
二
〇
代
の
屋
敷
が
多
い
と
い
う
差
が
み
ら
れ
、
四
〇
代
以
上
の
屋
敷
も
、
北
町
で
は
四
点
を
数
え
る
の
に
南
町
で
は
一
筆
に
す
ぎ
な
い
。
両

街
路
聞
に
こ
の
よ
う
な
差
異
を
含
み
な
が
ら
も
、
岡
豊
新
町
全
体
で
は
三
〇
代
未
満
の
小
規
模
な
屋
敷
が
八
一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
高
い
構
成

比
を
示
す
の
に
対
し
、
そ
の
他
の
小
村
で
は
比
較
的
規
模
の
大
き
い
屋
敷
の
構
成
比
が
高
く
な
り
、
面
積
一
反
以
上
の
屋
敷
も
か
な
り
の
数
に

の
ぼ
っ
て
い
る
。

　
屋
敷
面
積
の
登
録
で
も
う
ひ
と
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
東
西
街
路
沿
い
に
二
〇
代
前
後
の
屋
敷
が
非
常
に
多
い
こ
と
で
あ
る
（
第
一
図
参
照
）
。

こ
の
場
合
、
北
町
で
は
基
本
面
積
が
二
〇
代
と
登
録
さ
れ
て
い
る
屋
敷
が
麗
筆
を
数
え
、
そ
の
二
倍
に
当
る
四
〇
代
の
基
本
面
積
を
有
す
る
も

の
が
二
筆
、
三
倍
に
当
る
一
町
一
〇
代
の
屋
敷
が
一
筆
あ
り
、
こ
の
他
「
本
夕
代
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
屋
敷
が
一
筆
、
　
「
本
四
十
代
」
と
注

記
さ
れ
て
い
る
屋
敷
が
一
筆
あ
る
。
一
方
、
南
町
の
場
合
に
は
、
基
本
面
積
二
〇
代
の
屋
敷
は
三
筆
に
す
ぎ
な
い
が
、
　
「
本
廿
代
地
」
と
注
記

さ
れ
た
屋
敷
は
墨
筆
を
数
え
、
　
「
本
四
十
代
地
」
と
注
記
さ
れ
た
屋
敷
も
二
筆
あ
る
。
さ
ら
に
、
南
町
で
最
大
の
登
録
面
積
を
有
す
る
屋
敷
は
、

　
　
岡
し
（
新
町
）
ノ
束
本
弐
反
地
五
ヤ
シ
キ
ノ
分
市
ヤ
シ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
（
清
山
寺
村
）
大
郎
三
郎
知
ゐ

　
　
一
Σ
壱
反
措
五
代
上
ヤ
シ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
算
所
算
衛
門
給

　
　
　
（
所
）

と
記
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
地
象
が
も
と
は
二
反
の
面
積
を
有
し
、
五
屋
敷
分
の
区
画
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
屋
敷
分

の
敷
地
が
二
〇
代
を
基
本
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
二
〇
代
の
半
分
に
桐
濁
す
る
一
〇
代
を
単
位
と
す
る
屋

敷
が
北
町
に
二
野
、
南
町
に
一
筆
あ
り
、
南
町
に
は
「
本
三
十
代
地
　
ニ
ヤ
シ
キ
布
ヤ
シ
キ
」
と
注
記
さ
れ
た
屋
敷
も
一
筆
あ
る
。
こ
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

な
『
地
検
帳
』
の
記
載
は
、
松
本
豊
寿
無
も
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
二
〇
代
を
基
準
と
す
る
均
等
な
町
割
の
実
施
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る

が
、
こ
こ
で
は
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
『
地
検
帳
』
の
記
載
が
、
東
西
街
路
沿
い
の
北
町
と
南
町
に
限
っ
て
み
ら
れ
、
南
北
街
路
沿
い
に
は
み
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ら
れ
な
い
こ
と
を
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。

　
『
地
検
帳
』
の
記
載
か
ら
得
ら
れ
る
も
う
一
つ
の
情
報
は
各
地
筆
の
名
請
関
係
で
あ
り
、
松
本
豊
寿
磯
は
こ
の
点
を
市
町
の
類
型
区
分
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

け
る
重
要
な
指
標
と
し
て
お
ら
れ
る
。
岡
豊
新
町
に
お
け
る
屋
敷
の
名
請
関
係
は
、
A
御
直
轄
と
B
給
分
と
に
大
別
さ
れ
、
早
老
に
は
八
人
の

給
人
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
分
布
は
第
一
図
に
注
記
し
た
通
り
、
南
北
街
路
沿
い
で
は
御
国
分
が
車
越
し
、
東
西
街
路
沿
い
で
は
給
分
が

卓
越
し
て
い
る
。
こ
れ
を
さ
ら
に
立
入
っ
て
検
討
し
て
み
る
と
、
南
北
街
路
沿
い
に
み
ら
れ
る
御
直
分
二
六
筆
の
う
ち
、
一
一
筆
に
は
「
本
久

武
分
」
あ
る
い
は
「
本
久
武
本
地
」
・
「
本
久
武
内
蔵
介
分
」
と
注
記
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
て
は
こ
れ
ら
の
屋
敷
が
、
長
宗
我
部
氏
譜
代
の
重
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

と
し
て
政
権
の
中
枢
で
活
躍
し
て
い
た
久
武
氏
の
給
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
同
様
に
、
「
本
公
文
九
郎
衛
門
ト
申
」
、
「
本
公
文
分
」

と
注
記
さ
れ
た
御
直
分
が
計
二
筆
、
　
「
本
吉
田
次
郎
左
衛
門
分
」
と
注
記
さ
れ
た
御
直
分
が
細
筆
あ
り
、
　
「
○
○
分
」
と
の
注
記
を
有
し
な
い

御
話
分
は
六
筆
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
六
筆
の
う
ち
二
筆
は
西
町
の
南
端
に
位
置
し
、
残
る
四
筆
は
東
町
の
北
端
に
位
置
し
て
い
る
訳

で
、
南
北
街
路
沿
い
中
央
部
の
屋
敷
は
す
べ
て
、
以
前
に
は
久
武
・
公
文
・
吉
田
と
い
っ
た
有
力
給
人
の
給
地
だ
っ
た
も
の
が
、
い
っ
か
の
時

点
で
御
母
分
化
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
松
本
豊
寿
氏
は
こ
の
御
製
分
化
を
、
有
力
縄
入
に
よ
る
市
屋
敷
所
有
の
否
定
、
国
主
長
宗
我
部
氏
に
よ

る
市
場
集
落
の
公
権
的
支
配
の
進
行
を
示
す
も
の
と
解
し
て
お
ら
れ
、
筆
者
も
ま
た
基
本
的
に
は
そ
の
よ
う
に
理
解
す
る
訳
で
あ
る
が
、
御
母

分
の
う
ち
西
町
の
南
端
か
ら
濃
霧
と
東
町
の
繭
端
か
ら
四
筆
の
計
九
筆
に
は
、
　
「
奏
者
給
二
久
武
本
釦
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
長

宗
我
部
残
は
『
地
検
帳
』
当
時
市
場
集
落
の
公
権
的
支
配
を
進
め
つ
つ
も
、
な
お
御
坐
分
化
し
た
屋
敷
の
一
部
を
「
奏
者
」
と
い
う
職
務
に
対

す
る
給
地
に
充
当
す
る
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
た
い
。

　
こ
の
よ
う
に
鞍
敷
の
御
弾
分
化
が
顕
著
で
あ
っ
た
南
北
街
路
沿
い
で
も
、
東
町
の
北
半
分
に
は
な
お
七
筆
の
給
分
地
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
一
画
に
は
給
入
宮
崎
新
兵
衛
の
主
居
屋
敷
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
、
東
町
北
端
の
東
側
に
は
「
水
心
様
御
菩
提
所
」
と
注
記
さ
れ
た
新
町
念

仏
寺
が
あ
り
、
こ
れ
に
隣
接
す
る
御
直
分
地
四
筆
は
い
ず
れ
も
「
本
○
○
分
」
の
注
記
を
有
せ
ず
、
そ
の
屋
敷
品
等
が
上
屋
敷
と
な
っ
て
い
る

こ
と
に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。
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戦國大名長宗我部氏の城下岡豊の市町（小林）

　
こ
れ
に
対
し
、
東
西
街
路
沿
い
の
屋
敷
で
は
給
費
が
圧
倒
的
に
多
く
、
御
直
分
は
南
町
の
西
部
に
欝
欝
み
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
の

御
聯
繋
に
は
「
本
○
○
分
」
の
注
記
が
な
く
、
町
立
て
当
初
か
ら
の
御
糖
分
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
給
分
で
は
、
北
町
の
全
屋
敷
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

新
福
寺
の
寺
中
を
も
含
め
て
、
在
地
の
有
力
給
人
で
あ
る
小
野
民
部
の
給
地
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
南
町
の
束
半
部
で
は
算
雪
雲
衛
門

の
給
地
が
卓
越
し
、
し
か
も
こ
の
算
所
算
衛
門
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
南
町
東
端
の
南
側
に
接
す
る
地
区
に
主
腰
崖
敷
を
登
録
さ
れ
た
給
人

で
あ
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
屋
敷
地
の
名
請
関
係
で
も
う
一
点
注
目
さ
れ
る
の
は
、
御
参
分
・
給
分
を
問
わ
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
屋
敷
に
拍
主
翼
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
り
、
こ
れ
ら
の
当
主
は
大
部
分
が
無
藩
老
で
あ
り
、
　
「
拍
ゐ
」
と
記
さ
れ
て
い
て
自
ら
の
加
地
に
贋
住
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
居
屋
敷
は
、
第
一
図
に
分
布
を
示
し
た
よ
う
に
、
南
北
街
路
沿
い
で
は
釦
地
二
九
筆
中
二
四
筆
に
及
び
、
東
西
街
路
沿
い
で
は
量
地

三
二
池
中
二
八
筆
に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
に
主
贋
屋
敷
と
寺
中
を
加
え
る
と
、
　
『
地
検
帳
』
当
時
の
岡
豊
新
町
に
は
明
麗
敷
は
ご
く
わ
ず
か
に

し
か
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

①
　
　
『
長
宗
我
部
地
検
帳
　
長
岡
郡
下
』
　
（
高
知
県
立
図
書
館
、
一
九
五
九
年
）
所

　
収
の
「
江
村
藤
塚
地
検
帳
」
を
高
知
県
立
図
書
館
所
蔵
の
原
本
と
照
合
し
た
も
の

　
を
使
用
。
従
っ
て
、
以
下
の
引
用
部
分
に
は
刊
本
と
は
異
な
る
部
分
が
含
ま
れ
て

　
い
る
が
、
そ
の
部
分
は
原
本
照
合
に
よ
っ
て
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

②
　
　
松
市
小
豊
漁
寿
、
　
晶
朋
掲
欝
、
　
一
｝
九
四
【
。
へ
ー
ジ
。

③
島
田
豊
寿
「
岡
豊
市
町
に
つ
い
て
」
『
土
佐
史
談
隠
一
三
六
、
一
九
七
三
年
、

　
ニ
ペ
ー
ジ
。

④
　
　
松
太
一
豊
｛
寿
、
　
必
朋
掲
串
欝
一
五
四
阿
ペ
ー
ジ
。

二
　
岡
豊
新
町
の
位
置
と
プ
ラ
ン

⑤
　
松
本
箆
寿
、
前
掲
書
八
一
・
八
二
ペ
ー
ジ
。
前
章
注
⑦
参
照
。

⑥
　
横
川
末
吉
「
長
宗
我
都
地
検
帳
「
久
武
内
蔵
助
」
給
地
の
研
究
－
長
宗
我
部

　
政
権
の
一
面
一
」
　
『
土
佐
史
談
鋤
九
五
、
　
一
九
五
九
年
。

　
横
川
末
吉
『
長
宗
我
部
地
検
帳
一
の
研
究
』
高
知
市
立
市
民
図
書
館
｝
、
　
一
九
六
一

　
年
、
　
一
山
ハ
五
～
一
九
九
ペ
ー
ジ
。

⑦
　
小
野
罠
部
は
、
岡
別
置
の
北
西
○
・
七
キ
冒
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
小
村
小
野

　
村
に
、
面
稜
一
反
三
三
代
の
土
居
屋
敷
を
登
録
さ
れ
て
い
る
の
を
は
じ
め
、
同
村

　
に
同
人
給
の
屋
敷
や
田
畠
を
数
多
く
集
中
さ
せ
て
い
る
。

次
に
問
題
と
な
る
の
は
岡
豊
新
町
の
現
地
比
定
で
あ
り
、
松
本
豊
寿
氏
は
「
岡
豊
新
町
市
屋
敷
の
位
置
は
、
国
分
寺
と
岡
豊
城
を
結
ぶ
通
路
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の
中
間
に
あ
り
、
城
麓
よ
り
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
東
方
の
国
府
川
北
岸
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

低
地
に
あ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
第
二
図
は
南
国
市
役
所
所
蔵
の
地

籍
図
を
も
と
に
、
明
治
二
〇
年
頃
と
推
定
さ
れ
る
地
籍
図
作
成
当
時
の
土

地
割
と
土
地
利
用
を
復
原
し
て
示
し
た
も
の
で
、
国
分
川
の
北
方
、
笠
ノ

川
の
南
岸
に
「
市
屋
敷
」
と
い
う
小
字
名
が
み
ら
れ
る
。
松
本
氏
の
現
地

比
定
は
こ
の
小
字
名
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
市
屋
敷
」
と
い
う
小
字
名
が
有
力
な
手
懸
り
と
な
る
こ
と
は
確
か
で

あ
り
、
そ
の
南
に
接
す
る
小
字
「
中
川
原
」
の
南
田
部
に
は
、
前
述
し
た
ホ

ノ
キ
「
北
川
原
」
の
自
然
堤
防
に
相
当
す
る
微
高
地
が
存
在
す
る
訳
で
、
岡

豊
新
町
の
東
西
方
向
の
町
並
を
こ
の
地
区
に
比
定
す
る
こ
と
に
異
論
は
な

い
。
し
か
し
、
南
北
方
向
の
町
並
を
も
こ
の
地
区
に
含
ま
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
『
地
検
帳
』
が
南
北
方
向
の
町
並
に
続
い
て
ホ
ノ
キ
「
西
山
タ
」

の
田
畠
を
登
録
し
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
ホ
ノ

キ
名
は
第
二
図
の
小
字
「
西
山
田
」
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
小
字

「
西
山
田
」
の
中
央
に
は
南
北
方
向
の
道
路
が
走
っ
て
お
り
、
そ
の
南
端

は
国
分
川
と
笠
ノ
川
の
合
流
点
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
南
北
道
路
と
小
字

「
西
山
田
」
の
中
央
で
直
交
す
る
道
路
は
、
東
方
へ
三
四
〇
メ
ー
ト
ル
進

ん
だ
後
南
東
方
へ
屈
曲
し
、
笠
ノ
川
を
渡
っ
た
後
再
び
東
へ
向
き
を
変
え

て
小
字
「
市
屋
敷
」
の
南
辺
を
画
し
て
東
進
し
て
い
る
。
そ
の
延
長
は
半

髪
匹

　
　
　
η

－
＼

－
緩

　
　
　
　
　
凶

　
　
落

撚
鋸
鎌

顛　　ノ
　
　
、

　
　
柿

　
　
　
　
　
饗

勿諏

lirii　l一’1い“Nl、重落
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一一 ?　路
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U
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↓
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ム
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戦国大名長宗我部氏の域下岡盤の市町（小林）

字
国
分
の
領
域
に
入
っ
て
国
分
寺
の
門
前
ま
で
続
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
道
路
の
状
況
は
、
第
一
図
に
示
し
た
南
北
街
路
と
東
西
街
路
の
パ

タ
ー
ン
と
き
わ
め
て
よ
く
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
小
字
「
西
山
田
」
中
央
の
十
字
路
が
『
地
検
帳
』
に
い
う
「
イ
テ
ア
イ
」
に
相
当
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
町
並
は
現
在
の
ど
の
部
分
に
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
小
字
「
西
由
田
」
中
央
の
南
北
道
路
と
小
字
「
市
屋

敷
」
南
辺
の
東
西
道
路
が
、
そ
れ
ぞ
れ
岡
豊
新
町
の
南
北
街
路
と
東
西
街
路
に
対
応
す
る
こ
と
は
、
前
述
し
た
パ
タ
ー
ン
の
類
似
か
ら
容
易
に

推
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
小
字
「
市
屋
敷
」
の
南
辺
を
限
る
東
西
道
路
に
沿
っ
て
、
そ
の
南
北
両
側
に
短
辺
を
道
路
に

接
す
る
短
冊
型
の
土
地
割
を
示
す
水
田
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
道
路
北
側
の
短
冊
型
土
地
割
の
奥
行
を
計
測
し
て
み
る
と
、
そ
の
平
均

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

値
は
六
五
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。
こ
の
値
は
『
地
検
帳
』
の
検
地
竿
で
は
三
四
・
○
問
に
相
当
す
る
。
そ
こ
で
『
地
検
帳
』
の
東
西
街
路
北
町
の

部
分
に
登
録
さ
れ
て
い
る
一
九
筆
の
市
ヤ
シ
キ
の
総
面
積
一
町
四
四
代
二
分
才
（
三
、
二
六
六
・
二
五
分
）
を
三
四
・
○
問
で
割
る
と
、
そ
の
値

は
九
六
・
一
間
、
す
な
わ
ち
一
八
三
・
五
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。
こ
の
長
さ
は
、
北
町
を
構
成
す
る
市
ヤ
シ
キ
の
間
口
の
総
延
長
を
示
す
も
の
で
、

第
二
図
上
A
l
B
の
長
さ
に
相
当
す
る
。
一
方
、
道
路
の
南
側
に
つ
ら
な
る
短
冊
黒
土
地
割
の
平
均
的
奥
行
を
求
め
る
と
、
そ
の
値
は
六
〇
メ

ー
ト
ル
（
『
地
検
帳
』
検
地
竿
で
は
三
一
・
四
間
）
と
な
る
。
　
こ
の
地
区
に
想
定
さ
れ
る
東
頭
街
路
南
町
の
市
ヤ
シ
キ
一
八
笹
分
の
総
面
積
九
反
二

代
言
分
（
二
、
七
一
四
分
）
を
一
三
・
四
間
で
割
る
と
、
南
町
市
ヤ
シ
キ
の
問
口
の
総
延
長
は
八
六
・
四
間
（
一
六
四
・
九
メ
ー
ト
ル
）
と
な
り
、

第
二
図
で
は
C
－
B
の
長
さ
に
相
当
す
る
。
短
冊
型
の
土
地
区
画
は
B
の
東
側
に
南
北
と
も
各
一
筆
ず
つ
み
ら
れ
、
A
・
C
の
西
方
に
も
や
や

変
形
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
補
筆
認
め
ら
れ
る
訳
で
、
上
述
の
計
算
と
計
測
に
よ
っ
て
割
出
し
た
町
並
の
範
囲
は
短
冊
型
土
地
割
の
み
ら
れ
る

地
区
全
域
に
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
の
地
区
に
東
西
街
路
沿
い
の
町
並
を
想
定
し
て
も
不
自
然
で
は
な
か
ろ
う
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
南
北
街
路
が
想
定
さ
れ
る
小
寧
「
西
山
田
」
中
央
の
南
北
道
路
沿
い
で
は
、
小
字
「
市
屋
敷
」
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
短
冊

型
の
土
地
割
は
認
め
ら
れ
な
い
訳
で
、
こ
の
地
区
で
の
町
並
想
定
を
困
難
に
し
て
い
る
が
、
一
応
次
の
よ
う
に
考
え
て
み
た
。
第
一
図
に
示
し

た
よ
う
に
、
東
町
を
構
成
す
る
屋
敷
は
、
南
北
街
路
に
面
す
る
も
の
一
七
筆
と
、
そ
の
背
後
に
位
置
す
る
も
の
六
筆
と
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
こ
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で
前
者
の
み
の
総
面
積
を
『
地
検
帳
』
か
ら
算
出
す
る
と
五
反
一
八
代
四
分
（
一
、
六
＝
一
分
）
と
な
る
。
一
方
、
前
述
の
よ
う
に
『
地
検
帳
』

記
載
の
「
イ
テ
ア
イ
」
と
想
定
し
た
十
字
路
O
点
と
、
小
字
「
西
山
田
」
の
北
端
に
あ
た
る
P
点
と
の
間
の
距
離
を
計
測
す
る
と
一
四
〇
メ
ー

ト
ル
で
、
こ
れ
は
『
地
検
帳
』
検
地
竿
の
七
三
・
三
間
に
梱
当
す
る
。
こ
の
長
さ
で
前
記
の
面
積
を
割
っ
た
値
二
二
・
○
間
（
四
二
・
○
メ
ー
ト

ル
）
は
、
爾
北
街
路
に
面
し
た
屋
敷
の
平
均
奥
行
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
平
均
奥
行
に
対
応
す
る
土
地
割
は
存
在
し
な
い
訳
で
、

第
二
図
Q
l
R
間
の
長
さ
は
四
五
メ
ー
ト
ル
（
二
三
・
点
間
）
、
　
S
－
T
間
の
長
さ
は
四
七
・
五
メ
ー
ト
ル
（
二
四
・
九
間
）
、
　
U
－
V
閣
の
長
さ

は
五
〇
メ
ー
ト
ル
（
二
六
・
二
間
）
と
、
い
ず
れ
も
前
記
の
平
均
奥
行
よ
り
若
干
長
く
な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
前
掲
第
一
図
で
想
定
し
た
屋
敷
配
列
を
も
と
に
、
東
町
を
構
成
す
る
屋
敷
列
の
う
ち
、
南
北
街
路
に
面
す
る
屋
敷
の
み
か
ら
な
る

南
端
か
ら
九
筆
工
ま
で
の
屡
敷
が
一
ブ
ロ
ッ
ク
を
な
す
も
の
と
考
え
、
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
奥
行
が
第
二
図
U
－
V
間
の
長
さ
で
あ
っ
た
と
仮
定

す
る
と
、
こ
れ
ら
九
回
の
総
面
積
三
反
四
代
四
分
（
九
二
八
分
）
を
U
－
V
問
の
長
さ
二
六
・
二
間
で
割
っ
た
値
、
三
五
・
四
間
（
六
七
・
六
メ
ー

ト
ル
）
が
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
間
口
延
長
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
次
に
、
そ
の
北
側
に
続
く
屋
敷
列
の
う
ち
、
南
北
街
路
に
面
し
た
屋
敷
算
筆
と
そ
の
背
後
（
東
側
）
に
位
置
す
る
屋
敷
四
筆
と
で
一
ブ
戸
ヅ

ク
を
な
す
も
の
と
想
定
し
、
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
東
辺
は
第
二
図
の
W
点
を
通
っ
て
南
北
流
し
て
い
る
小
水
路
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
て
い
た
も
の

と
仮
定
す
る
。
そ
こ
で
Q
l
W
間
の
長
さ
を
計
測
す
る
と
七
五
メ
ー
ト
ル
（
三
九
・
三
蓋
）
と
な
り
、
こ
の
長
さ
で
こ
れ
ら
＝
筆
の
総
面
積
三

反
二
九
代
三
分
勺
（
一
、
〇
七
七
・
五
分
）
を
割
る
と
、
こ
の
ブ
戸
ッ
ク
の
間
口
延
長
は
二
七
・
四
間
（
五
二
・
三
メ
ー
ト
ル
）
と
算
出
さ
れ
る
。

　
こ
の
間
口
延
長
二
七
・
四
間
と
、
前
述
し
た
第
一
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
聞
口
延
長
三
五
・
四
間
と
を
合
計
し
た
値
六
二
・
八
間
（
＝
九
・
九
メ
ー

ト
ル
）
は
、
第
二
図
の
O
l
X
闘
の
長
さ
と
一
致
す
る
。

　
従
っ
て
、
残
る
P
－
X
問
の
長
さ
一
〇
・
五
鼎
（
二
〇
メ
ー
ト
ル
）
が
東
町
北
端
の
屋
敷
の
間
口
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
い
ま
、
東
町
北

端
の
芝
敷
と
そ
の
東
側
に
続
く
新
町
念
仏
寺
の
屋
敷
地
二
言
、
計
三
筆
の
面
積
を
『
地
検
帳
』
か
ら
箕
出
す
る
と
一
反
工
五
代
五
分
（
四
五
五

分
）
と
な
り
、
　
こ
れ
を
P
l
X
閣
の
長
さ
で
割
っ
た
値
四
三
ニ
ニ
間
（
八
二
・
七
メ
ー
ト
ル
）
は
こ
れ
ら
三
筆
の
屋
敷
地
の
東
西
幅
を
示
す
訳
で
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あ
る
が
、
こ
の
長
さ
は
第
二
図
の
P
l
Y
閾
の
長
さ
に
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
。

　
以
上
の
操
作
に
よ
っ
て
想
定
さ
れ
た
東
町
の
範
囲
は
第
二
図
に
示
し
た
通
り
で
、
東
町
内
部
の
個
々
の
屋
敷
割
は
と
も
か
く
、
東
町
全
体
の
輪

郭
は
、
明
治
前
期
の
地
籍
図
に
明
示
さ
れ
、
現
在
ま
で
も
遺
存
し
て
い
る
こ
の
地
区
の
土
地
割
と
き
わ
め
て
よ
く
対
応
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
残
る
は
南
北
街
路
西
町
で
あ
り
、
こ
れ
を
構
成
す
る
屋
敷
は
、
　
「
イ
テ
ア
イ
」
を
境
に
、
以
北
の
八
筆
と
以
南
の
四
筆
と
に
分
け
ら
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
『
地
検
帳
』
登
録
総
面
積
を
算
出
す
る
と
、
以
北
の
ブ
ロ
ッ
ク
は
三
反
二
代
五
分
才
（
九
一
七
・
二
五
分
）
、
以
南
の
プ
ロ
ヅ
ク
は
一

反
二
代
一
分
（
三
六
七
分
）
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
西
町
が
想
定
さ
れ
る
地
区
に
は
町
並
の
存
在
を
推
定
さ
せ
る
よ
う
な
短
冊
型
土
地
割
は
認

め
ら
れ
ず
、
わ
ず
か
に
第
二
図
S
U
M
N
の
部
分
に
長
方
形
の
区
画
が
見
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
長
方
形
区
画
の
東
西
辺
N
－

S
の
長
さ
一
宇
・
五
メ
ー
ト
ル
（
一
四
・
四
間
）
を
西
町
の
奥
行
と
仮
定
し
、
こ
の
長
さ
で
前
記
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
面
積
を
割
る
と
、
町
並
の
延
長

は
、
以
北
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
六
三
・
七
宮
（
一
二
一
・
六
メ
ー
ト
ル
）
、
以
南
の
ブ
ロ
ヅ
ク
が
二
五
・
川
間
（
四
八
・
七
メ
ー
ト
ル
）
と
算
出
さ
れ
る
。

こ
の
長
さ
は
第
二
図
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
0
－
X
、
O
－
Z
間
の
長
さ
に
ほ
ぼ
対
応
す
る
。

　
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
　
『
地
検
帳
』
に
登
録
さ
れ
た
岡
豊
新
町
が
、
現
在
の
小
宇
「
市
屋
敷
」
と
「
中
川
原
」
と
の
境
界
を
な
す
東
西
方

里
の
道
路
、
お
よ
び
小
字
「
西
山
田
」
の
中
央
部
を
縦
貫
す
る
南
北
方
向
の
道
路
に
そ
っ
て
町
並
を
つ
ら
ね
、
町
並
の
総
延
長
は
、
東
酋
街
路

沿
い
の
北
町
が
九
六
・
一
間
（
一
八
三
．
五
メ
ー
ト
ル
）
、
同
南
町
が
八
六
・
四
間
（
一
六
四
・
九
メ
ー
ト
ル
）
、
爾
北
街
路
沿
い
の
東
町
が
七
三
・

三
間
（
一
四
〇
メ
ー
ト
ル
）
、
同
西
町
が
八
九
・
二
間
（
一
七
〇
・
三
メ
…
ト
ル
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
ほ
ぼ
確
認
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
考
察
の
過
程
で
想
定
し
て
き
た
各
街
区
の
プ
ラ
ン
を
組
み
合
わ
せ
、
岡
豊
新
町
全
体
の
プ
ラ
ン
を
図
示
す
る
と
第
三
図
の
よ
う

に
な
る
。
こ
の
図
に
は
各
屋
敷
の
品
等
お
よ
び
名
請
類
型
を
も
示
し
、
こ
れ
ら
の
点
を
具
体
的
な
プ
ラ
ン
と
の
関
係
で
読
み
取
れ
る
よ
う
に
し

た
が
、
内
容
的
に
は
第
一
章
で
前
述
し
た
事
項
に
追
加
す
べ
き
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
各
屋
敷
の
平
面
形
は
、
南
北
街
路
西
町
を
除
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
④

大
部
分
が
細
長
い
短
冊
型
を
示
し
、
か
つ
て
報
告
し
た
高
岡
郡
高
岡
市
や
幡
多
郡
中
村
市
の
そ
れ
に
類
似
し
て
い
る
。
酉
町
を
講
成
す
る
屋
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
平
面
形
は
ブ
ロ
ッ
ク
型
に
近
く
、
こ
れ
は
吾
川
郡
弘
岡
市
や
高
岡
郡
黒
岩
新
町
の
そ
れ
に
近
似
し
て
い
る
。
い
ま
、
第
三
図
で
想
定
し
た
各
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図岡豊新町のプラン
表　岡豊新町市屋敷の間日広狭別箪数

街路�� 街路�
　口��
1東町��1南町�合

�簸 3 �筆 1 �4
�� �

�1 8 6 9 2

�1 4 5 3 1

�1 � 1 3

�1 3 1 2 7

�4 � 5

�2 � �

�� �

問�� �

～15間�2 � �

～20間�� 1

の
間
口
を
、
そ
の
広

に
集
計
し
て
表
示
す

第
二
表
の
よ
う
に
な

西
町
で
は
七
間
代
の

が
卓
越
す
る
の
に
対

そ
れ
以
外
の
街
区
で

～
四
間
代
の
間
口
が

。
南
町
に
一
筆
み
ら

間
口
一
六
間
代
の
屋

、
『
地
検
帳
』
に
「
五

キ
ノ
分
」
と
注
記
さ

い
る
も
の
で
、
こ
れ

ヤ
シ
キ
分
に
平
均
す
る
と
、
そ
の
間
口
は
三
問
代
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

本
豊
寿
、
前
掲
書
一
五
四
ペ
ー
ジ
。

横
川
末
吉
『
長
宗
我
都
地
検
帳
の
研
究
』
高
知
市
立
市
民
図
書
館
、
一
九
六
一
年
に
よ
れ
ば
、

地
検
帳
』
の
検
地
尺
は
太
閤
検
地
と
岡
じ
六
尺
三
寸
竿
で
あ
っ
た
（
六
一
ペ
ー
ジ
）
。
従
っ
て
、

の
一
間
の
長
さ
は
、
一
・
九
〇
九
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。

稿
、
前
掲
論
文
（
一
九
七
一
年
）
六
三
二
ペ
ー
ジ
。

拙
稿
、
「
戦
国
末
期
に
お
け
る
土
佐
中
村
（
要
旨
）
」
『
人
文
地
理
』
二
六
ー
五
、
一
九
七
四
年
。

抽
稿
、
前
掲
論
文
（
一
九
七
二
年
）
四
七
ペ
ー
ジ
。

稿
、
前
掲
論
文
（
一
九
七
七
年
）
四
七
～
五
一
ペ
ー
ジ
。
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三
　
岡
豊
城
下
に
お
け
る
岡
豊
新
町
一
そ
の
位
置
付
け
と
盛
衰
i

　
そ
れ
で
は
、
上
述
し
て
き
た
よ
う
な
富
盛
新
町
は
、
戦
国
大
名
長
宗
我
部
氏
の
城
下
岡
豊
全
体
の
中
で
は
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
を
有
し
、

ど
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
形
成
さ
れ
、
褒
え
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
と
よ
り
、
こ
れ
ら
の
事
項
を
直
接
的
に
物
語
っ
て
く
れ
る
史
料

は
今
日
ま
っ
た
く
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
場
合
も
ま
た
『
地
検
帳
』
の
記
載
を
拠
り
所
と
し
た
景
観
の
復
原
と
、
長
宗
我
部
氏
を
め
ぐ
る
戦

国
期
の
状
況
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
考
察
を
進
め
ざ
る
を
得
な
い
。

　
ま
ず
、
　
『
地
検
帳
』
を
も
と
に
、
三
豊
城
下
の
景
観
的
特
色
を
検
討
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
松
本
豊
寿
氏
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

岡
豊
城
下
の
給
人
居
住
域
を
分
散
し
た
ワ
イ
ラ
群
と
し
て
理
解
し
て
お
ら
れ
た
こ
と
は
冒
頭
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
筆
者
も
ま
た
、
結
論
的

に
は
同
氏
の
所
説
に
従
い
た
い
と
考
え
る
訳
で
あ
る
が
、
こ
の
点
を
確
認
す
る
た
め
に
は
、
岡
豊
城
下
付
近
の
村
落
と
土
地
利
用
（
地
目
構
成
）

の
状
況
を
知
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　
そ
こ
で
、
　
『
地
検
帳
』
記
載
の
小
村
ご
と
に
地
目
別
面
積
と
屋
敷
数
を
集
計
し
、
土
居
や
社
寺
な
ど
を
注
記
し
て
作
成
し
た
の
が
第
三
表
で

あ
る
。
　
『
地
検
帳
』
は
、
江
村
郷
所
属
の
小
村
二
ニ
カ
村
と
、
江
村
郷
北
部
に
位
置
す
る
白
木
谷
の
滝
ノ
下
名
以
下
七
二
を
記
し
て
い
る
が
、

こ
こ
に
は
小
村
名
の
明
記
さ
れ
て
い
る
二
ニ
カ
村
の
み
を
表
示
し
た
。

　
こ
の
表
を
一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
小
村
の
規
模
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
で
、
面
積
で
は
中
島
村
の
五
四
町
一
反
余
、
不
輸
村
の
四
一
町
七
反

余
か
ら
下
野
村
の
七
反
弱
に
ま
で
お
よ
び
、
一
〇
～
二
〇
町
程
度
の
小
村
が
比
較
的
多
い
。
一
方
、
屋
密
密
で
は
清
山
寺
村
の
一
二
五
筆
を
筆

頭
に
、
吉
田
村
六
三
筆
、
富
崎
村
五
五
筆
と
続
き
、
小
さ
い
も
の
で
は
中
ノ
川
原
村
の
屋
敷
は
三
筆
に
す
ぎ
ず
、
千
頭
村
に
至
っ
て
は
屋
敷
を

一
筆
も
登
録
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
小
村
ご
と
の
面
積
と
屋
敷
数
と
の
問
に
は
ほ
と
ん
ど
相
関
関
係
が
み
ら
れ
な
い
訳
で
あ
る
が
、

か
つ
て
長
宗
我
部
地
検
帳
を
資
料
と
し
て
土
佐
の
近
世
初
期
村
落
を
検
討
さ
れ
た
大
脇
保
彦
氏
は
、
江
村
郷
の
集
落
に
つ
い
て
、
　
「
多
く
の
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

合
、
宮
や
天
神
を
も
ち
、
す
で
に
地
縁
的
な
協
同
体
を
形
成
し
て
」
、
「
近
世
的
郷
村
を
形
成
し
つ
つ
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
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第3表
　　　　　　こむら岡豊城下付近の小村（r江村郷御地検帳』一天正16年＜1588＞一による）

地　　　　目 別 面　　　稜 屋敷の
小村名

田 ｝　畠　1 麗　敷1 離・荒・川成矧 合　　　計
賞禄数
平均面積

土居・社寺など

下　　綺 123反16．代4 1反10．代5 7．反26．代1 252．反23．代2 384反27．代0 12筆 188．1分 下綺寺

小　　籠 143．22．51 22．0 21．48．　1 3．　8．2 169．　1．　21 43 153．2 小調土居・永正寺

吉　　田 20．　0 36．37．　1 71．　32．　1 108．39．2 63 175．0 吉田土鹿｝・東勝院・弓場

江　　村 112．　14．　1 6．　9。　2 26．　34．　5 8．　10．　51 153．　19．　11 34 288．5 日輪坊・源溶坊・大明神

常磁寺島 94．　18．2 25．46．　11 28。　16．　111 5．　43．　51 154．　24．　411 41 207．3 常通寺

中　　島 503。45，501 3．33．2 32．21．21 1．29．21 541．30，001 51 1go．8 土居ヤシキ・当厳寺俺之宮・中之宮

冨　　騎 350．44，011 26．37．31 30。　7．G 10，　4．0 姦17、42．401 55 164．4 脅嚇土暦・仙蔵坊

中ノ川原 57．13。　111 43．36．31 2．　16．　4 20．37，301 124．　4，01 3 2333 士居ヤシキ

蒲　　原 171．　4．　11 2．　9．　1 23．44，411 9．　31。　2 206、39，301 42 170．7 土居・旧訓寺・西宮

滝　　本 185．38，101 49．　31 21．41．01 3．　10．　1 211、39，001 37 176．9 滝本寺・土居ヤシキ

定林寺 141．　10．21 6．　27．　0 42．39．4 5．　4．　3 195、31．31 54 237．7 定林寺・都卒寺・トイヤシキ

千　　頭 62．49．11 46．　0 5、　6．　G 69．　1．　11

小　　野 249．18，211 39．　51 28．10．31 1．　22．　5 279．41．　411 46 184．⑪ 千頭土諾・善楽寺・小野ノ古城・清
山寺・土居ヤシキ・玄陽院端応寺

下　　野 24．　0 3．　0 6．18．31 6、45．31 11 173．8 土居ヤシキ（2筆）

蓮如寺・64． 9，201 47．　001 17．47．41 7．　5 83．　12．　0 20 269．3 谷御土居・蓮如寺・天神・石谷殿御

大谷口 18．22，301 12．　0 2．　9．　5 20、　44．　201 5 131．8 L土居

奥　　谷 19．15，511 23．　1 7．32，411 48，301 28．20，2工1 7 328ユ

八　　幡 112．　29．　401 32．　41。　4 27．　19．　3 11，　27．　0 184．　17．501 54 152．2 兼営寺・トウセン寺・弥勒堂・土
器ヤシキ・吉良五郎兵衛土居

清山寺 30．　30．　5 20．　36．　2 67．　15．　5 25．19，011 144、　2．　011 125 工61．6 妙楽寺・報恩寺・金宝寺・御弓場
・笠慧罵場・新町念仏寺・新福寺
・東小野御土居

西　　島 3．　9．　411 12．　15．　0 18．露8．31 34．　3．201 25 2229 西島土居ヤシキ・土居ヤシキ

東和田 7．　8．　21 4．　11．　4 9．24，411 4．　41．　51 25．36，411 11 259．0 今寺・地籏堂

西和田 3．　19．　5 2．14，001 8．29．51 1．　11．　1 15．24，511 13 198．4 二二二

合　　謙 1245臼a21　i 19341．3　1 468。21．21 i4姐2qoO1 i355軌4a　20■ 7521 18agl

注）滝本・定林寺・小野・二陣の4か村に属する「キリ畑」1町5反15代2分は除く。

（
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戦国大名長宗我部氏の城下岡豊の市町（小林）

　
こ
の
こ
と
は
、
　
『
地
検
帳
』
記
載
の
小
村
の
多
く
が
元
禄
一
三
年
目
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

七
〇
〇
）
の
土
佐
国
絵
図
や
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
の
調
査
を
も
と
に
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

成
さ
れ
た
土
佐
藩
郷
村
調
査
書
に
村
名
と
し
て
記
載
さ
れ
、
今
日
も
な
お

村
落
の
名
称
と
し
て
受
け
つ
が
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
首
肯
さ
れ
る
が
、

中
に
は
、
第
四
図
に
み
る
下
野
、
東
和
園
、
中
川
原
の
よ
う
に
、
小
村
の

名
称
が
小
字
名
で
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
江
村
郷

で
は
最
も
多
く
の
屋
敷
を
登
録
さ
れ
て
い
る
清
山
寺
村
や
、
こ
れ
に
次
ぐ

登
録
屋
敷
数
を
有
す
る
富
崎
村
の
よ
う
に
、
土
佐
国
絵
図
や
土
佐
藩
郷
村

調
査
書
に
も
村
名
が
記
録
さ
れ
ず
、
現
在
の
集
落
名
や
小
字
名
か
ら
も
そ

の
名
称
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
訳
で
、
　
『
地
検
帳
』
記

載
の
小
村
の
中
に
は
藩
政
村
へ
と
受
け
継
が
れ
な
か
っ
た
も
の
も
少
な
く

な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
小
村
の
う
ち
、
小
字
名
に
そ
の
名
称
を
残
し
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
は
当
該
小
字
の
所
在
地
に
同
名
の
小
村
が
あ
っ
た
も
の
と
推
定

し
、
小
字
名
に
も
集
落
名
に
も
小
村
の
名
称
を
残
し
て
い
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
、
　
『
地
検
帳
』
記
載
の
ホ
ノ
キ
名
と
現
在
の
小
字
分
布
図
（
第
四

図
）
と
を
対
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
検
地
の
順
序
を
想
定
し
、
『
地
検
帳
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

当
時
の
小
村
の
所
在
地
を
推
定
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
所
在
を
推
定
し
た
小
村
ご
と
に
、
地
目
別
面
積
と
屋
’

男山　9一・

　蔵ノ野
路　藤ノ木

米ヶ内　輸ノ

八幡耀
山田

中川原

・
4
⊥
T

蝉
虚

腕k

’x・狽?ｘ：；pa．k2xlevi．

　　　　　　　木ノ坪下野
．済

k＊

〉
　ノ

／

　　　　　　　　　　　M
　　　　サ　光岩　　狭

　　　　　　　　天
　　　　　　　　萱
　，h密　　　　　　朋
　　　　大坪　．〆’

　　　　　　　x．
　　　　　　　　　圓豊山

齪攣・翁鱗路

xv？’

闘み
●
西
　
　
　
西
巻

副
．臨
〆

天
神
荊
’

蓮
！

小
一

田
蘭

曲バ
　
　
荊

　
　
鋤

一・一・一 蜑F界

　　　　小字界

　
　
演
＼
．

尾
　
鉾
卜
．
乾
＼
－
・
．
響
！

中
．
．
路
面

。　500nl

第4図岡豊城下付近の小字分布

115 （9e9）



　
　
　
！

　
　
　
　
　
　
引
剥
□

函
晦
興
引
蛮
，
肖
（
薄
電
滋
）

、≧

一十斜．
IIIIlljll］IM

　　　　　　　　　　　Ei

謬
羅
　
　
謝
姻

①
　
＼

三

一
ぎ

騨費

蝿

濫
㎝
磯

目
　
　
m
皿

榊
　
雛

濯
－
亀
1

陛　N

騨…紳廿日

㊦
山
ノ
麟
曽
港
画
緯
距
伴
山
巡
砲
艦

祷
榊
こ
二
野

　
　
　
　
　
　
田

器　
口
口
　
　
　
琶

　
　
　
　
　
　
α
O
田
目

　
　
　
　
　
　
卜
。
O
學

　
　
　
　
　
　
日
O
理

　
　
　
　
　
　
　
朝
田
H

　
　
　
　
　
　
　
H
目

縁
数
と
を
図
示
し
た
の
が
第
五
図
で
あ
る
。
こ
の
図
を
み
て
ま
ず
第
一
に
注
臼
さ
れ
る
の
は
、
国
分
川
南
岸
の
沖
積
平
野
に
位
置
す
る
中
島
村

と
富
崎
村
、
お
よ
び
岡
豊
山
西
方
の
小
野
村
で
水
田
率
が
高
く
、
そ
の
面
積
も
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
区
に
は
香
長
平
野
の
統
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

条
里
と
共
通
す
る
条
里
欄
土
地
区
画
が
残
さ
れ
て
お
り
、
古
代
以
来
の
安
定
的
な
耕
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
小
村
に
次
い

で
水
田
率
が
高
い
の
は
、
国
分
川
以
北
の
山
麓
部
ま
た
は
小
雛
谷
に
位
置
す
る
滝
本
、
定
林
寺
、
千
頭
、
蒲
原
、
大
谷
口
、
蓮
如
寺
と
い
っ
た

小
村
と
、
国
分
川
南
岸
の
江
村
、
お
よ
び
香
我
美
野
（
長
岡
台
地
）
の
南
西
縁
に
位
置
す
る
小
籠
村
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
地
区
は
、
そ
の
地
形
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戦国大名長宗我部氏の域下岡豊の市町（小林）

的
環
境
お
よ
び
後
述
す
る
在
地
土
豪
の
分
布
状
況
か
ら
み
て
、
中
世
的
耕
地
開
発
の
主
要
舞
台
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
香
我
美
野
の
西
端
部
に
位
置
す
る
下
崎
村
や
吉
田
村
で
は
定
芝
が
過
半
を
占
め
て
い
る
。
香
我
美
野
は
、
西
方
へ
行
く
ほ

ど
次
第
に
沖
積
低
地
と
の
比
高
を
減
じ
、
吉
田
村
の
付
近
で
国
分
川
重
岸
の
氾
濫
原
と
の
間
を
限
る
段
丘
崖
は
、
比
高
一
メ
ー
ト
ル
内
外
に
す

ぎ
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
検
地
当
時
に
は
、
台
地
面
の
耕
地
化
が
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、
国
分
川
南
岸
の
氾
濫
原
に
位
置
し
、
氾
濫
に
伴
う
土
地
区
画
の
乱
れ
を
現
在
も
な
お
強
く
と
ど
め
て
い
る
中
川
原
村
や
常
置
寺
島
村
、

西
島
村
、
お
よ
び
山
麓
の
緩
斜
面
に
位
置
す
る
八
幡
村
で
は
、
相
対
的
に
畠
地
の
構
成
比
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
　
『
地
検
帳
』
に
示
さ
れ
た
岡
豊
城
下
付
近
の
土
地
利
用
状
況
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
地
形
的
条
件
や
開
発
の
経
緯
な
ど
を

反
映
し
て
一
様
で
は
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
地
区
全
体
で
は
、
　
『
地
検
帳
』
に
登
録
さ
れ
た
総
面
積
三
五
五
町
九
反
四
九
代
二
分
才
の
う
ち
、

水
田
は
二
四
五
町
五
反
一
六
代
二
歩
勺
を
占
め
て
、
水
田
率
は
六
九
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
い
た
。
こ
れ
に
次
ぐ
面
積
を
有
し
て
い
た
の

は
屋
敷
地
の
四
六
町
八
反
二
一
代
二
分
勺
（
構
成
比
一
三
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
、
畠
地
は
一
九
町
三
反
四
一
代
三
分
（
五
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
す

ぎ
ず
、
残
る
四
四
町
二
反
二
〇
代
才
（
ご
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
は
定
年
・
荒
・
川
成
な
ど
と
記
さ
れ
た
未
利
用
地
で
あ
っ
た
。

　
次
に
屋
敷
地
の
分
布
を
み
る
と
、
岡
豊
山
麓
に
立
地
す
る
清
山
寺
、
八
幡
、
蓮
如
寺
、
下
野
、
西
和
田
、
東
和
田
の
六
力
村
で
は
相
対
的
に

屋
敷
地
の
構
成
比
が
高
く
、
そ
の
地
理
的
位
置
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
こ
れ
ら
の
小
村
が
岡
豊
城
の
直
接
的
な
城
下
域
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ

せ
る
。
こ
れ
ら
に
隣
接
し
て
比
較
的
屋
敷
地
二
成
比
が
高
い
小
野
、
常
置
寺
島
、
江
村
、
吉
田
、
西
島
の
五
力
村
は
岡
豊
城
下
の
郊
外
域
を
構

成
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
一
一
力
村
以
外
の
小
村
で
は
、
小
腰
谷
に
位
置
す
る
奥
谷
村
の
二
七
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
、
定
林
寺
村
の

二
一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
除
い
て
、
ど
の
小
村
も
屋
敷
地
の
構
成
比
が
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
と
い
う
低
率
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ど
の
小
村
の
場
合
に
も
、
一
村
の
屋
敷
地
全
部
が
連
続
し
て
『
地
検
帳
』
に
登
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
ケ
ー
ス
は
み
ら
れ
ず
、
数
筆

な
い
し
十
数
筆
の
屋
敷
地
が
連
続
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
天
正
年
間
の
こ
の
地
域
で
は
、
こ
の
程
度
の
規
模
の
屋
敷
群
が
点

々
と
散
在
す
る
ワ
イ
ラ
ー
景
観
が
卓
越
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
村
に
は
こ
の
よ
う
な
屋
敷
群
が
い
く
つ
か
含
ま
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れ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
吉
田
村
か
ら
江
村
の
冒
頭

に
か
け
て
、
閾
に
一
～
唐
馬
の
田
畠
や
松
林
を
挿
入
し

な
が
ら
も
、
　
『
地
検
帳
』
が
事
物
六
八
筆
と
い
う
多
数

の
屋
敷
を
連
続
的
に
登
録
し
て
い
る
の
は
極
め
て
異
例

の
こ
と
で
あ
り
、
今
日
も
な
お
明
瞭
な
土
塁
遺
構
を
と

ど
め
て
い
る
丁
田
土
居
ヤ
シ
キ
を
中
核
と
す
る
こ
の
集

落
が
、
こ
の
地
域
で
は
特
異
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

　
い
ま
、
各
小
村
に
つ
い
て
、
屋
敷
地
を
名
請
し
て
い

る
給
人
ご
と
に
名
請
し
て
い
る
屋
敷
数
を
整
理
す
る
と

第
四
表
の
よ
う
に
な
り
、
江
村
郷
の
小
村
は
、
　
一
人
な

い
し
は
数
名
と
い
っ
た
少
数
の
給
人
に
よ
っ
て
屋
敷
が

集
中
的
に
名
請
さ
れ
て
い
る
小
村
（
A
型
）
と
、
多
数

の
給
人
が
一
～
一
筆
ず
つ
の
屋
敷
を
分
散
的
に
名
請
し

て
い
る
小
村
（
B
型
）
と
に
大
別
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う

に
区
分
す
る
と
、
さ
き
に
直
接
的
な
岡
豊
鞍
下
域
を
構

成
し
て
い
た
も
の
と
推
測
し
た
六
二
村
は
、
八
幡
村
を

除
い
て
、
い
ず
れ
も
B
型
に
相
当
す
る
。
八
幡
村
の
場

第4表　岡隻城下の小村別屋敷地名請筆数沸1給人数

屋敷地名請筆数日給人数

・筆・筆嘩嘩・筆6 F・筆塁左儲して・・給人
屋敷1給人数

筆数1小村名

八幡領22幽

門
　
1
　
1

1入2人

1
　
　
1

臥
　
3
3
　
1

砿
　
3
2
　
1
1

獅
・
鱒
－
8
9

泓
慧
3
捻

麟
駆
2
・
猛
u

清山寺
（新町を除く）

八　幡
蓮如寺
下　野
西和田
東和田

城
下
域
の
小
村

小野民部丞34筆，千頭金
千代11筆

吉田次部左衛門58筆

1

2

1

1
　
1
　
　
　
　
2

3
　
4
　
1
　
5

1
2
4
1
6
3
7

3
3
0
2
2
5
1
5

46

S1

R4

U3

Q5

野
島
村
田
島

　
寺
　
通
小
刀
江
吉
西

郊
外
域
の
小
村

下崎寺ユ2筆

江村千松36筆

中島千熊11筆

蒲原又四郎31想

定林寺27筆，小野民部丞
11筆

1
　
　
　
　
0
σ

1
　
　
1

1
　
　
2

1
　
　
1

2

1
　
　
1
　
　
　
　
　
1

1
　
　
0
0

1

1

5
　
2
　
　
　
　
1
　3

1

16

P1

R
5
1
0
6
1
2

1
2
2
6
2
1
3
8
1
7
1
0
2
4

12

S3

T1

T5

R
4
2
3
6
5
5
5
7

崎
舗
…
島
加
附
原
原
本
寺
口
谷

　
　
　
　
川
　
　
林
谷

　
　
　
　
ノ

下
小
中
富
中
蒲
滝
定
大
奥

外
縁
部
の
小
村
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合
、
そ
の
屋
敷
の
う
ち
特
定
の
名
請
関
係
を
示
す
の
は
、
　
「
八
幡
領
」
と
記
さ
れ
た
二
二
筆
と
「
八
幡
神
主
藤
大
夫
給
」
の
六
筆
で
あ
り
、
こ

れ
ら
を
岡
豊
城
の
鎮
守
と
し
て
勧
進
さ
れ
た
八
幡
社
に
関
連
す
る
特
殊
例
外
的
な
も
の
と
解
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
他
の
屋
敷
は
い
ず
れ
も
分
散

的
に
名
講
さ
れ
て
い
る
訳
で
、
八
幡
村
の
屋
敷
も
ま
た
B
型
の
要
請
関
係
を
示
す
こ
と
に
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
小
村
に
外
接
し
て
岡
豊
城
下
の
郊
外
域
を
構
成
す
る
五
力
村
は
、
A
型
の
名
請
関
係
の
示
す
小
野
、
吉
田
の
質
料
と
、
B
型
の
名

曲
関
係
を
示
す
常
通
嵜
島
、
江
村
、
西
島
の
三
か
村
と
に
わ
か
れ
、
こ
の
地
区
で
は
A
型
と
B
型
が
混
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
A
型

の
小
野
村
で
二
九
筆
の
量
敷
を
名
請
し
て
い
る
小
野
民
部
丞
、
同
じ
く
同
村
で
九
平
の
屋
敷
を
名
請
し
て
い
る
千
頭
金
千
代
、
お
よ
び
吉
田
村

で
五
七
筆
の
屋
敷
を
名
請
し
て
い
る
吉
田
次
郎
左
衛
門
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
地
検
帳
』
に
、

　
　
土
ゐ
ヤ
シ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
（
小
野
村
）
　
　
　
土
屠

　
　
畦
笈
鍵
蛾
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
野
晟
部
丞
給
）

　
　
千
頭
土
居
ヤ
シ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
（
小
野
村
）
　
　
　
土
居

　
　
啄
笈
廿
代
鍵
誇
・
袋
　
　
　
　
　
　
千
頭
金
千
代
給

　
　
士
口
田
土
屠
｝
ヤ
シ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
（
士
口
田
村
）
　
　
　
土
農

　
　
一
」
壱
反
六
代
上
ヤ
シ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
し

　
　
（
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吉
田
次
郎
左
衛
門
給
）

と
記
さ
れ
た
土
居
ヤ
シ
キ
を
登
録
さ
れ
、
土
居
ヤ
シ
キ
所
在
地
の
地
名
を
姓
と
し
て
い
る
生
え
抜
き
の
有
力
給
人
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
郊
外
域
の
外
方
に
点
在
す
る
小
村
の
場
合
に
は
、
屋
敷
数
が
一
〇
筆
未
満
と
い
う
小
さ
な
小
村
を
除
い
て
、
ど
の
小
村
に
も

六
典
以
上
の
屋
敷
を
集
中
的
に
名
請
し
て
い
る
給
人
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
A
型
の
名
請
関
係
が
卓
越
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
下
崎

村
の
下
崎
寺
、
滝
本
村
の
滝
本
寺
、
定
理
寺
村
の
定
林
寺
の
よ
う
に
寺
院
が
最
大
の
給
人
と
な
っ
て
い
る
小
村
も
み
ら
れ
る
が
、
薬
籠
村
の
江

村
千
松
（
名
請
屋
敷
数
三
六
筆
、
以
下
同
じ
）
、
中
島
村
の
中
島
千
熊
（
＝
筆
）
、
富
崎
村
の
西
租
出
勝
兵
衛
尉
（
三
筆
）
、
同
桑
名
丹
後
守
（
七
筆
）
、
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同
中
内
藤
三
郎
（
六
筆
）
、
蒲
原
村
の
蒲
原
又
四
郎
（
一
一
＝
筆
）
の
よ
う
な
上
級
給
人
が
中
核
を
な
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
さ
き
に
、
松
本
豊
寿
肉
が
「
中
世
以
来
の
長
い
伝
統
を
も
つ
」
豪
族
屋
敷
村
に
系
譜
を
引
く
給
人
屋
敷
の
ワ
イ
ラ
ー
と
規
定
さ
れ
た
の
は
、

こ
の
よ
う
な
A
型
の
名
倉
関
係
を
示
す
集
落
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
岡
豊
城
下
の
郊
外
域
か
ら
外
縁
部
に
か
け
て
卓
越
し
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ

れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
三
圏
構
造
を
示
す
溢
血
城
下
の
核
心
部
に
相
当
す
る
の
が
岡
豊
山
東
麓
の
清
山
寺
村
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
御
弓
場
、
笠
懸
馬
場

と
い
っ
た
施
設
も
存
在
し
、
岡
豊
新
町
の
町
並
も
ま
た
こ
の
村
に
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
清
山
寺
村
に
は
一
工
五
筆
と
い
う
屋

敷
が
集
中
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
屋
敷
地
構
成
比
は
四
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
　
『
地
検
帳
』
に
登
録
さ
れ
た
清
山
寺
村
総
面
積
の

半
分
に
も
達
せ
ず
、
こ
の
村
に
は
三
町
三
〇
代
五
分
（
一
二
．
一
心
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
田
地
と
、
二
町
三
六
代
二
分
（
一
四
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
画
地
、

そ
れ
に
二
町
五
反
一
九
代
勺
才
（
一
七
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
荒
地
や
定
離
・
川
成
等
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　
清
山
寺
村
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
地
囲
の
分
布
を
よ
り
詳
細
に
検
討
す
る
た
め
、
　
『
地
検
帳
』
に
記
さ
れ
た
二
三
の
ホ
ノ
キ
ご
と
に
地
目
構
成

を
集
計
す
る
と
第
五
表
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
ホ
ノ
キ
の
う
ち
今
日
も
な
お
小
字
名
と
し
て
遺
存
す
る
の
は
頭
山
タ
（
西
山
田
）
、
中
尾
、

ホ
コ
ノ
ウ
チ
（
鉾
ノ
内
）
の
三
ホ
ノ
キ
に
す
ぎ
な
い
た
め
、
ホ
ノ
キ
相
互
間
の
位
置
関
係
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
さ
き
に
現
地
比
定

を
試
み
た
新
町
の
二
本
の
街
路
や
『
地
検
帳
』
の
登
録
順
幡
検
地
順
序
、
さ
ら
に
は
第
二
図
に
示
し
た
よ
う
な
土
地
区
画
の
遺
存
状
況
な
ど
を

手
懸
り
と
し
て
考
え
る
と
、
清
山
寺
村
の
屋
敷
の
多
く
は
、
岡
豊
山
東
麓
の
小
字
「
米
ケ
内
」
か
ら
「
西
谷
」
、
「
中
尾
」
に
か
け
て
立
地
し
、

そ
の
配
列
に
は
ほ
と
ん
ど
計
画
性
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
屋
敷
地
の
東
方
、
笠
ノ
川
と
の
間
に
ひ
ろ
が
る
狭
小
な
沖
積
低
地
を
占
め
、
そ
の
中
央
部
に
は
新
町
の
南
北
街
路
が
想
定
さ
れ
た

小
字
「
西
山
田
」
と
し
て
名
称
を
伝
え
る
ホ
ノ
キ
「
西
山
タ
」
に
は
、
一
三
筆
、
～
町
一
反
余
の
田
地
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
隣
接
し

て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
ホ
ノ
キ
「
ク
ピ
ア
ナ
」
に
も
四
海
、
七
反
余
の
田
地
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
新
町
の
南
北
街
路
が
周
囲
を

田
地
に
囲
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
岡
豊
城
下
の
核
心
部
に
お
い
て
す
ら
、
城
下
の
主
要
な
購
成
要
素
相
互
が
田
畠
や
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鋼
置
レ
懸
e
貿
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孫
横
蝋
蝉
釈
圖

第5表岡豊城下核心部（清山寺村）のホノキ別地目構成
田 畠 屋　　　　敷 荒・定芝・川成等

ホ　ノ　キ　名
筆数陣　積 筆数i面　積 筆数楠　積 筆数1面　積

ク
西

ビ　ア

山

ナ　　　4筆

タ　　13

清ILI寺ヤシキ

小 山

遊楽寺ヤシキ

中
品
南
恩

　　ノ　　ヲ

金宝寺ヤシキ

御　　弓　玄

馬　　　　場

神母サキ
イ　テ　マ　イ

ホコノ　ウチ
山　　サ　　キ
新田丁（南；」ヒ街屡各）

東　　ヲ　　ノ

寺　　　　前

ナ　イ　ホ　ウ

ナカラカキ
新町（東西街路）

ヲ　ノ　ノ　前

北　　川　　原

尾
寺
力

1

1

1

3
1
2

7．反37．代31

11．　15．　301

1．　45．　51

1．　30．　0

18．　1

2．　13．　5

3．　35．　4

1．　IX

1筆

1

1

3

2
9
阿

3

3

1

1

2
4

反12．代2

　3．　31

　24．　2

1．　12．　411

L　10．　41’

1．　43．　101

5．　10．　1

2．　6．　3

1筆

3

12

2

3

3

4

1

3

3

1

　　　　　　35
　28．　0　1　1

　　　　　　8
　　7s　2　1　2

　　　　　　1
　　　　　　37
1．　15．　e

6．　12．　2　1　3

1．反9．代31

2．　17．　111

Z　35．　0

　43．　21

1．　10．　5

1．　38．　5

2．　14．　31

1．　16．　4

1．　8．　111

1．　25．　rJ

L　2

12．　33．　．P．O1

1．　35．　0

4．　7．　001

3．　0．　311

1．　39．　3

19．　46．　401

2．　37．　41

1

1

2

ー
ワ
臼

筆 工　代

4．　21．　40

1．　14．　0

10．　48．　4

5．　15．　41

1．　34．　0

　合

筆二陣

6筆

7
3
3
3
6
4
1
5
3
3
4
1
3
1
5
5
0
5
3
7
3
9

王
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
n
O
　
l
　
　
　
Q
U

　　　計

　　　積

9．反9．代3

13．　36．　21

8．　9．　2

2．　39．　2

1．　10．　5

3．　1．　311

2．　14．　31

1．　16．　4

2．　19．　00工

6．　14．　51

1．　25．　5

6，40．工

　　1．　2

2．　6．　3

　　18．　王

12．　33．　201

4．　26．　5

9．　6．　401

4．　18．　511

12．　38．　1

19．　46．　401

6．　3e．　41

10．　34．　01

右 考

主居ヤシキ1筆

土居

主居ヤシキ3筆

妙楽寺

報恩寺

金宝寺

御璽揚

笠懸馬場

新町念仏寺

東小野御土居

新福寺

（
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①
）
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荒
地
・
定
芝
な
ど
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
岡
豊
城
下
全
体
と
し
て
は
統
一
的
な
プ
ラ
ン
を
欠
除
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
新
町
の
み
に
限
っ
て
は
、
前

述
し
た
よ
う
に
、
町
並
の
プ
ラ
ン
に
一
定
の
計
画
性
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
南
北
街
路
と
東
西
街
路
と
で
は
性
格
を
異
に
し
、
南

北
街
路
で
も
東
町
の
北
半
部
と
南
半
部
と
で
は
様
子
が
違
っ
て
い
る
。
こ
の
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
異
な
る
プ
ラ
ン
上
の
差
異
は
、
新
町
の
形
成

過
程
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
筆
者
は
、
今
の
と
こ
ろ
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
長
宗
我
部
氏
は
、
南
北
朝
・
室
町
時
代
に
は
、
国
人
領
主
の
一
人
と

し
て
守
護
細
川
氏
に
属
し
．
て
活
躍
し
て
い
た
が
、
こ
の
時
代
に
は
守
護
代
細
川
氏
の
居
城
田
村
土
居
で
す
ら
市
場
集
落
程
度
の
流
通
拠
点
し
か

　
　
　
　
　
　
　
⑧

有
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
一
被
官
に
す
ぎ
な
か
っ
た
長
宗
我
部
幾
は
、
自
ら
市
立
て
を
行
う
ほ
ど
の
力
は
有
せ
ず
、
そ
の
居
城
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

近
い
国
分
寺
の
門
前
で
開
か
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
市
場
を
利
用
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　
応
仁
・
文
囑
の
乱
が
起
り
、
細
川
氏
の
土
佐
国
支
配
が
終
る
と
、
止
佐
は
戦
国
時
代
に
突
入
し
、
『
長
元
物
語
』
に
「
大
名
七
人
御
所
一
人
」

と
記
さ
れ
た
群
雄
捌
拠
の
時
代
に
入
っ
た
。
こ
の
時
代
の
長
宗
我
部
馬
は
、
末
席
な
が
ら
も
「
大
名
七
人
」
の
う
ち
に
数
え
ら
れ
る
膚
力
国
人

に
成
長
し
て
い
た
。
し
か
し
、
永
正
五
年
（
一
五
〇
八
）
に
は
本
山
・
山
田
・
吉
良
・
大
平
氏
ら
諸
豪
族
の
攻
撃
を
受
け
、
岡
豊
城
は
落
城
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

城
主
長
宗
我
部
兼
序
は
城
と
運
命
を
共
に
し
た
。

　
そ
の
後
、
長
宗
我
部
氏
が
再
び
本
領
を
測
復
し
た
の
は
永
正
一
五
年
（
一
五
一
八
）
で
あ
り
、
長
宗
我
部
国
親
は
岡
豊
城
を
拠
点
と
し
て
勢
力

を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
こ
の
時
期
に
長
宗
我
部
氏
は
城
下
の
一
画
に
市
立
て
を
行
な
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
新
町
南
北
街
路
の
東
町
北
半
部

は
そ
の
名
残
り
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
国
親
の
死
後
、
家
督
を
引
き
継
い
だ
元
親
は
、
着
実
に
そ
の
支
配
地
域
を
拡
大
す
る
一
方
、
新
町
で

は
南
北
街
路
南
半
部
の
町
立
て
を
実
現
し
た
。
　
『
地
検
帳
』
清
山
寺
村
の
一
筆
に
、

　
　
岡
し
（
酉
由
タ
）
ノ
南
道
ソ
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
（
清
山
専
村
）
福
留
隼
人
知

　
　
一
Σ
廿
七
代
三
分
才
上
語
小
路
ノ
カ
へ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
兼
序
寺
衆
寮
田

　
　
（
所
）

122　（916）



戦国大名長宗我部氏の城下岡豊の市町（小林）

と
あ
り
、
　
「
新
町
小
路
ノ
カ
ヘ
ニ
」
と
い
う
注
記
は
、
　
「
西
山
タ
」
の
田
畠
を
つ
ぶ
し
て
新
町
の
町
立
て
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
次
い
で
、
長
宗
我
部
講
親
が
高
知
平
野
の
ほ
ぼ
全
域
を
掌
中
に
納
め
、
土
佐
一
国
の
統
一
を
達
成
す
る
頃
、
新
町
東
西
街
路
の
町
立
て
が
行

わ
れ
た
。
こ
の
街
路
の
市
ヤ
シ
キ
は
一
筆
二
〇
代
を
基
準
と
す
る
画
一
性
が
強
く
、
そ
の
平
面
形
は
元
亀
・
天
正
初
年
頃
に
建
設
さ
れ
た
と
推

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

定
さ
れ
る
高
岡
郡
高
岡
市
の
そ
れ
と
の
類
似
性
が
強
い
。

　
こ
の
よ
う
な
段
階
を
追
っ
て
整
備
さ
れ
て
き
た
新
町
は
、
岡
豊
城
下
で
こ
そ
異
彩
を
放
つ
計
画
的
な
都
市
的
集
落
で
あ
っ
た
が
、
天
正
年
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

（一

ﾜ
七
三
～
九
一
年
）
の
土
佐
国
内
に
お
け
る
市
町
と
し
て
は
、
規
模
の
点
で
高
岡
市
、
中
村
町
に
次
ぐ
も
の
で
あ
り
、
土
佐
一
国
の
中
心
集

落
と
い
う
に
は
ほ
ど
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
天
正
一
三
年
（
一
五
八
五
）
、
豊
臣
秀
吉
の
軍
門
に
降
り
、
土
佐
一
国
の
知
行
を
許
さ
れ
た
長
宗
我
部
元
親
は
、
豊
臣
政
権
下
の
近
世
大
名
へ

と
転
換
し
て
い
く
訳
で
あ
る
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
の
が
天
正
一
六
年
の
大
高
坂
移
転
で
あ
り
、
本
稿
が
お
も
な
拠
り
所
と
し
た

『
地
検
帳
』
の
検
地
が
実
施
さ
れ
た
の
も
こ
の
年
で
あ
っ
た
。
隠
笠
の
大
高
坂
移
転
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
　
『
地
検
帳
』
に
記
さ
れ
た
新
町
は
、

第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
明
屋
が
な
く
、
な
お
も
市
町
と
し
て
の
機
能
を
持
続
し
て
い
た
。

　
一
方
、
同
じ
く
天
正
一
六
年
に
検
地
が
実
施
さ
れ
た
『
大
高
坂
地
検
帳
』
に
は
、
六
町
七
反
十
代
の
土
地
が
新
市
の
用
地
と
し
て
登
録
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

い
る
。
岡
豊
新
町
の
商
工
業
者
達
は
こ
の
地
へ
の
移
転
が
予
定
さ
れ
て
い
た
訳
で
あ
り
、
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
の
「
中
五
郡
代
官
庄
屋
」
に
、

　
　
一
新
市
　
　
　
　

瞭
熔
　
　
　
　
　
　
　

久
武
内
蔵
介

と
明
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
こ
の
時
期
に
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
移
転
が
完
了
し
、
岡
豊
城
下
の
新
町
は
廃
嘘
と
化
し
て
い
た
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。

　
①
松
本
豊
寿
、
前
掲
獣
三
四
九
～
～
五
｝
ペ
ー
ジ
。
　
　
　
　
　
　
　
③
高
知
帝
立
市
民
図
欝
築
三
。

　
②
　
大
脇
保
彦
「
土
佐
に
お
け
る
近
世
初
期
村
落
に
つ
い
て
1
長
宗
我
部
地
検
帳
　
　
　
　
④
　
平
尾
道
雄
「
土
往
藩
郷
村
調
査
書
」
『
土
佐
史
談
隔
八
一
～
八
七
、
一
九
五
二

　
　
に
よ
る
若
不
の
考
察
1
」
『
人
文
地
理
』
＝
一
i
三
、
一
九
穴
○
年
、
五
五
ぺ
　
　
　
　
～
五
五
年
。

　
　
i
ジ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
例
え
ば
、
『
地
検
帳
臨
は
、
清
山
寺
村
の
田
畠
麗
敷
を
八
幡
村
と
西
島
村
の
間
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に
連
続
し
て
登
録
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
第
四
図
に
も
み
ら
れ
る
西
山
タ
（
西
山

　
田
）
、
中
尾
、
ホ
コ
ノ
ウ
チ
（
鉾
ノ
内
）
と
い
っ
た
ホ
ノ
キ
名
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
『
地
検
帳
』
豪
時
の
清
山
寺
村
が
、
今
日
で
は
大
字
八
幡
の
南

　
二
部
に
含
ま
れ
て
い
る
隅
豊
山
東
麓
一
帯
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

⑥
大
脇
保
彦
「
高
知
県
香
長
平
野
に
お
け
る
条
里
型
地
罰
分
布
に
つ
い
て
」
藤
岡

謙
二
郎
先
生
退
官
記
念
蕃
業
会
編
『
歴
史
地
理
研
究
と
都
市
研
究
（
上
）
』
大
明

　
盤
、
一
九
七
八
年
所
収
。
一
六
六
ペ
ー
ジ
。

⑦
松
本
豊
寿
、
前
掲
書
一
五
〇
ペ
ー
ジ
。

⑧
　
島
田
豊
寿
「
田
村
細
川
城
館
と
守
護
代
町
に
つ
い
て
」
『
土
佐
史
談
』
＝
九
、

　
一
九
六
八
年
、
一
〇
ぺ
；
ジ
。
r

⑨
　
国
分
寺
の
門
前
に
は
、
今
賑
も
な
お
「
市
場
」
、
「
東
古
市
」
と
い
っ
た
小
字
名

　
が
残
さ
れ
て
い
る
（
第
4
図
参
照
）
。

⑩
　
山
本
　
大
『
土
佐
長
宗
我
部
氏
』
戦
圏
史
叢
書
八
、
新
人
物
往
来
社
、
一
九
七

　
四
年
、
七
一
～
七
五
ぺ
！
ジ
。

⑪
　
拙
稿
、
晶
削
掲
出
半
文
（
一
九
七
一
年
）
六
ゴ
一
五
。
へ
；
ジ
。

⑫
拙
稿
、
前
掲
論
文
（
一
九
七
一
年
）
六
三
二
ペ
ー
ジ
。

⑬
　
高
知
県
『
高
知
県
史
、
古
代
中
世
史
料
編
』
、
一
九
七
七
年
、
四
三
三
ペ
ー
ジ
。
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本
稿
は
昭
和
五
二
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
一
般
研
究
C
）
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。
本
稿
作
成
の
た
め
の
現
地
調
査
や
資
料
蒐
集
に
あ

た
っ
て
種
々
の
御
教
示
を
頂
い
た
島
田
豊
寿
、
大
脇
保
彦
、
広
谷
喜
十
郎
の
諸
氏
、
お
よ
び
資
料
蒐
集
の
便
宜
を
お
計
り
頂
い
た
高
知
県
立
図
書
館
、
南
国

市
役
所
の
関
係
各
位
に
心
か
ら
謝
意
を
表
す
る
。

　
本
稿
脱
稿
後
、
昭
和
五
三
年
八
月
一
五
日
に
島
田
豊
寿
氏
が
逝
宏
さ
れ
た
旨
の
報
に
接
し
た
。
生
前
の
暖
か
い
御
指
導
、
御
斎
擦
に
感
謝
し
、
本
稿
を
氏

の
霊
前
に
捧
げ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
滋
賀
｛
〈
学
教
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学
部
教
授
　
高
脚
概
｛



Market　District　in　Ok6岡豊，　Castle　Town　under　the　Rule

of　the　C砺so々励6s長宗我部氏Sengokes－1）aimJy6戦国大名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　I〈entaro“　Kobayash1

　　0々6－sni　inmachi岡豊新町was　the　market　d呈strict　in　a，castle　town，　Ole6，

under　the　rule　of　LLhe　Ch6solgabes，　se’izgokes－aaimyo”．　T13is　art1cle　aiins

at　representing　its　landscape　and　investigating　its　charactey　and　kts

rise　and　fall．　lt　is　a　part　of　a　historical　geographical　study　on　the

local　central　Places圭n　Tosa土佐Province　from　the　last　years　of　the

civil　wars　to　the　early　days　of　the　modern　ages，　w’nich　the　author　has

beeii　mal〈ing　for　some　years．

　　According　to　the　Ch6sohabe’s　Cadastreβoo総長宗我部地検帳，侃6－

shifgmach7i　consisted　of　72　hi彦sess筆　（10ts）　and　covered　3　ch∂s町2tans

反and　30　daishakzes毒断（35，643　m2）in　extent．　It　was　located　in　an

ailuvial　lowland　at　the　east　foot　of　Ole6　Castle，　constituting　the　heart

of　the　town．　There　were　two　streets，　which　ran　in　two　directions，

one　from　south　to　north　and　the　other　from　east　to　west，　making　two

different　types　of　street　with　regard　to　the　constitution　of　naukentns

名請人（copyholders）of　houses　and　lots　and　the　Planning　of　the　streets．

These　differeRces　must　be　due　to　the　disparities　in　the　tiines　and　tke

backgrounds　of　their　constructlon．

　　Although　one　of　the　largest　among　more　than　20　local　places　in　Tosa

at　the　end　of　the　16　th　century，　Oleo”一shinmachi　had　not　yet　grown　up

to　be　a　city　whese　activity　would　cover　Tosa　Province　wholly．

（948）




